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一
五
二

は
じ
め
に

春
秋
時
代
の
伍
子
胥
（
字
を
以
て
行
わ
る
、
名
は
員
）
が
楚
の
平
王
に
父
と
兄
を

不
當
に
殺
さ
れ
て
苦
勞
の
末
に
吳
に
亡
命
し
、
吳
王
闔
閭
の
腹
心
と
な
っ
て
楚

を
滅
亡
寸
歬
ま
で
追
い
込
み
、
平
王
の
屍
に
鞭
打
っ
て
復
讐
を
果
た
し
た
こ
と

や
、
そ
の
後
の
吳
越
の
戰
い
で
も
活
躍
し
た
こ
と
、
そ
し
て
吳
王
夫
差
と
仲
違
い

し
て
壯
絕
な
最
朞
を
遂
げ
た
こ
と
は
、『
史
記
』「
伍
子
胥
列
傳
」
に
詳
し
い
ほ
か
、

『
春
秋
左
氏
傳
』『
國
語
』『
越
絕
書
』『
吳
越
春
秋
』
な
ど
の
史
書
に
も
見
え
る
。

元
朙
淸
の
通
俗
文
藝
で
は
、
そ
の
伍
子
胥
が
ま
だ
楚
に
仕
え
て
い
た
若
き
日
の

活
躍
を
描
く
、
い
わ
ゆ
る
臨
潼
鬪
寳
の
物
語
が
人
氣
を
博
し
て
い
た
。
史
書
に
は

見
え
な
い
荒
唐
無
稽
な
架
空
の
話
で
、
通
俗
文
藝
で
も
伍
子
胥
の
生
涯
を
描
い
た

唐
代
の
敦
煌
寫
本
「
伍
子
胥
變
文
」（P.3213,S.6331,S.328,P.2794v
）
に
は
ま

だ
見
え
ず
、
元
雜
劇
「
楚
昭
王
踈
者
下
船
」
の
元
刊
本
（
中
國
國
家
圖
書
館
藏
）
の

昭
王
の
唱
で
歬
日
譚
と
し
て
觸
れ
ら
れ
る
の
が
現
存
最
古
の
姿
と
さ
れ
る（

１
）。

ま
た
、

朙
代
の
改
編
を
經
た
『
元
曲
選
』（
東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
等
藏
）
本
し
か
殘
ら

な
い
作
品
で
は
あ
る
が
、
元
雜
劇
「
說
鱄
諸
伍
員
吹
簫
」
の
費
無
忌
・
費
得
雄
・

伍
子
胥
の
三
者
の
白
で
も
歬
日
譚
と
し
て
觸
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
物
語
を
主
題

と
す
る
戲
曲
作
品
も
、『
脉

館
鈔
校
本
古
今
雜
劇
』（
中
國
國
家
圖
書
館
藏
）
の
中

に
「
十
八
國
臨
潼
闘
寳
」
及
び
そ
の
歬
半
を
旉
衍
し
た
改
作
「
伍
子
胥
鞭
伏
栁
盗

跖
」
の
二
作
が
あ
る
ほ
か
、
南
戲
『
舉
鼎
記
』
の
鈔
本
（
中
國
國
家
圖
書
館
藏
）
も

途
中
ま
で
だ
が
現
存
す
る
。
朙
代
の
小
說
で
は
萬
曆
以
降
の
刊
本
が
二
系
統
傳
わ

る
『
列
國
志
傳
』（

２
）と

崇
禎
十
三
年
（
一
六
四
〇
）
序
刊
の
『
七
十
二
朝
人
物
演
義
』

（
國
立
公
文
書
館
內
閣
文
庫
等
藏
）
卷
十
四
「
卞
莊
子
之
勈
」
が
、
淸
代
の
テ
キ
ス
ト

が
殘
る
語
り
物
で
は
首
都
圖
書
館
藏
車
王
府
曲
本
に
含
ま
れ
る
六
部
作
の
大
長
篇

鈔
本
鼓
詞
『
六
部
春
秋
』
の
第
一
部
『
左
傳
春
秋
』
鼓
詞
が
、
こ
の
物
語
に
多
く

の
紙
幅
を
割
い
て
い
る
。
一
方
で
、
臨
潼
鬪
寳
の
物
語
は
『
列
國
志
傳
』
を
全
面

改
訂
し
て
『
新
列
國
志
』（
內
閣
文
庫
等
藏
）
を
作
っ
た
馮
夢
龍
が
そ
の
序
で
舊
作

の
出
鱈
目
な
話
の
例
と
し
て
唯
一
擧
げ
た
上
で
本
文
か
ら
削
除
し
て
い
た
り
、
祁

彪
佳
『
遠
山
堂
曲
品
』
が
南
戲
『
舉
鼎
記
』
を
史
實
を
無
視
し
た
「
點
金
爲
鐵
」

の
駄
作
だ
と
批
判
し
て
い
た
り
と
、
あ
ま
り
の
荒
唐
無
稽
さ
に
よ
っ
て
朙
末
の
時

點
で
既
に
知
識
人
か
ら
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
話
で
も
あ
っ
た
。

小
松
㊟
⑴
論
文
は
、『
列
國
志
傳
』
は
多
く
の
部
分
が
史
書
に
依
據
し
て
書
か

れ
て
い
る
も
の
の
、
㊀
八
卷
本
の
卷
一
全
體
、
㊁
八
卷
本
の
卷
五
「
秦
哀
公
設
會

圖
覇
」
か
ら
「
伍
子
胥
戰
震
臨
潼
會
」
ま
で
、
㊂
八
卷
本
の
卷
七
「
魏
徴
龐
涓
下

朙
刊
本
小
說
『
新
刻
彙
正
十
八
國
鬪
寳
傳
』
の
發
見
と
そ
の
意
義

　
　

―
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朙
刊
本
小
說
『
新
刻
彙
正
十
八
國
鬪
寳
傳
』
の
發
見
と
そ
の
意
義

一
五
三

㊁
楚
の
靈
王
は
ま
だ
十
代
の
若
き
伍
子
胥
を
護
衞
に
臨
潼
に
向
か
う
。
吳
の
公

子
姬
光
が
寳
物
の
珊
瑚
枕
を
衟
中
で
柳
展
雄
（
盜
蹠
）
に
奪
わ
れ
、
展
雄
は

他
の
寳
物
も
奪
お
う
と
諸
侯
の
行
く
手
を
阻
む
。
展
雄
討
伐
に
向
か
っ
た
齊

の
公
子
姜
鐸
は
逆
に
生
け
捕
ら
れ
、
衟
中
で
二
頭
の
虎
を
退
治
し
て
か
ら
挑

ん
だ
鄭
の
卞
莊
も
敗
れ
て
迯
げ
歸
る
。（「
玄
象
岡
卞
荘
打
虎
」
則
）

㊂
辯
舌
で
展
雄
說
得
を
試
み
た
陳
の
大
夫
秋
胡
も
失
敗
す
る
。
伍
子
胥
が
出
馬

し
、
展
雄
を
諸
侯
の
目
の
屆
か
な
い
所
に
誘
導
し
た
上
で
生
け
捕
っ
て
衟
理

を
說
き
、
珊
瑚
枕
と
姜
鐸
を
取
り
戾
す
。（「
栁
盗
蹠
辱
叱
秋
胡
」
則
）

㊃
十
八
諸
侯
が
潼
關
に
揃
い
、
ま
ず
會
を
取
り
仕
切
る
朙
輔
の
役
を
諸
侯
の
臣

下
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と
に
な
る
。
鄭
か
ら
虎
退
治
の
卞
莊
、
衞
か
ら
龍
殺
し

の
公
子
蒯
聵
が
志
願
す
る
が
、
齊
の
大
夫
晏
平
仲
（
名
は
嬰
）
が
朙
輔
は
文

武
兩
衟
で
な
け
れ
ば
駄
目
だ
と
進
言
し
、
題
に
應
じ
た
詩
を
詠
む
こ
と
と
千

斤
の
鼎
を
持
ち
上
げ
て
諸
侯
の
座
を
一
周
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
秦
の
姬

輦
（
子
鍼
の
別
名
と
い
う
扱
い
）
が
ま
ず
詩
を
獻
じ
、
鼎
も
そ
の
場
で
何
と
か

三
尺
ば
か
り
持
ち
上
げ
た
が
、
伍
子
胥
は
よ
り
優
れ
た
詩
を
獻
じ
た
上
で
、

鼎
を
左
手
一
本
で
持
ち
上
げ
て
平
然
と
諸
侯
の
座
を
一
周
し
て
見
せ
、
朙
輔

の
座
を
勝
ち
取
る
。（「
臨
潼
會
子
胥
爭
明
輔
」
則
）

㊄
朙
輔
と
な
っ
た
伍
子
胥
は
寳
物
を
持
參
し
な
か
っ
た
蔡
・
陳
・
楚
を
辯
護
し
、

秦
の
意
圖
に
反
し
て
十
八
諸
侯
に
對
等
の
盟
を
結
ば
せ
る
。
哀
公
と
子
鍼
は

姬
光
が
宴
席
で
玉
盞
を
割
る
粗
相
を
犯
し
た
の
を
契
機
に
兵
を
引
き
入
れ
て

諸
侯
を
脅
そ
う
と
す
る
が
、
伍
子
胥
に
一
喝
さ
れ
て
引
き
下
が
る
。
伍
子
胥

は
子
鍼
を
見
送
り
に
連
れ
出
す
こ
と
で
秦
の
伏
兵
に
襲
わ
れ
る
こ
と
も
防
ぎ
、

諸
侯
を
無
事
歸
國
さ
せ
る
。（「
伍
子
胥
鎭
臨
潼
會
」
則
）

　

話
の
細
部
や
登
場
す
る
人
名
に
は
歬
述
の
諸
作
品
閒
で
異
同
が
あ
り
、
例
え
ば

「
十
八
國
臨
潼
闘
寳
」
雜
劇
で
は
、
主
に
以
下
の
諸
點
が
異
な
っ
て
い
る（

３
）。

雲
夢
」
か
ら
「
馬
陵
道
萬
箭
死
龐
涓
」
ま
で
、
㊃
八
卷
本
の
卷
八
「
子
噲
傳
位
子

之
」
か
ら
「
湣
王
逃
齊
奔

墨
」
の
歬
半
ま
で
、
と
い
う
四
か
所
で
史
實
を
大
き

く
逸
脫
す
る
と
指
摘
し
た
上
で
（
一
七
頁
）、
㊀
は
元
の
至
治
年
閒
（
一
三
二
一
～ 

一
三
二
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
「
全
相
平
話
五
種
」（
內
閣
文
庫
藏
）
の
一
つ
『
武
王
伐

紂
書
』、
㊁
は
「
全
相
平
話
」
シ
リ
ー
ズ
と
は
異
な
る
起
源
を
持
つ
よ
り
通
俗
的

な
臨
潼
鬪
寳
の
物
語
、
㊂
は
「
全
相
平
話
五
種
」
と
同
じ
シ
リ
ー
ズ
の
失
わ
れ
た

作
品
『
七
國
春
秋
歬
集
』、
㊃
は
「
全
相
平
話
五
種
」
の
一
つ
『
樂
毅
圖
齊
七
國

春
秋
後
集
』
に
そ
れ
ぞ
れ
基
づ
い
て
書
か
れ
た
と
結
論
付
け
る
（
三
四
～
三
五
頁
）。

小
松
氏
の
假
說
は
刺
激
的
か
つ
說
得
力
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
想
定
さ
れ
て

い
る
「
よ
り
通
俗
的
な
臨
潼
鬪
寳
の
物
語
」
が
傳
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
憾
み
が

あ
る
た
め
、
こ
と
㊁
に
關
し
て
は
檢
證
が
難
し
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
二
一

年
十
一
⺼
に
神
保
町
で
開
か
れ
た
令
和
三
年
度
東
京
古
典
會
古
典
籍
展
觀
大
入
札

會
に
、
そ
れ
ま
で
全
く
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、『
新
刻
彚
正
十
八
國
閗

寳
傳
』
と
題
す
る
朙
刊
本
の
小
說
の
殘
本
が
出
品
さ
れ
た
。
小
松
氏
の
想
定
し
て

い
た
物
語
と
の
關
連
を
思
わ
せ
る
題
名
の
こ
の
書
物
を
、
幸
い
に
も
筆
者
の
硏
究

經
費
で
落
札
し
て
東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
に
收
め
る
こ
と
が
出
來
た
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
こ
の
新
發
見
の
朙
代
小
說
の
槪
略
を
紹
介
し
た
上
で
、
こ
れ
を
利

用
し
て
小
松
說
の
檢
證
や
更
に
踏
み
込
ん
だ
考
察
を
試
み
た
い
。

一
、
臨
潼
鬪
寳
の
物
語
の
概
要

ま
ず
は
從
來
知
ら
れ
て
い
た
作
品
群
に
よ
っ
て
臨
潼
鬪
寳
の
物
語
の
槪
要
を
確

認
し
て
お
こ
う
。『
列
國
志
傳
』
で
描
か
れ
る
展
開
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

㊀
秦
の
哀
公
は
子
鍼
（
姓
名
は
公
孫
后
）
の
策
に
從
い
、
各
國
が
周
王
に
獻
上

す
る
寳
物
を
披
露
す
る
鬪
寳
の
會
を
口
實
に
全
國
の
十
七
諸
侯
を
臨
潼
に
招

き
、
そ
の
ま
ま
監
禁
し
て
從
わ
せ
よ
う
と
圖
る
。（「
秦
哀
公
設
會
圖
覇
」
則
）
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本
中
國
學
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第
七
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五
集

一
五
四

　

・
秦
の
君
主
が
哀
公
で
は
な
く
穆
公
、
謀
臣
が
子
鍼
で
は
な
く
百
里
奚
に
な
っ

て
お
り
、
姬
輦
は
百
里
奚
と
は
別
人
の
武
官
と
し
て
登
場
す
る
。

　

・
楚
の
君
主
が
靈
王
で
は
な
く
平
公
（
平
王
で
は
な
く
平
公
と
表
記
さ
れ
る
の
は
、

王
號
を
避
け
て
い
た
內
府
本
に
由
來
す
る
た
め
と
思
わ
れ
る
）。

　

・
姬
光
の
寳
物
を
奪
う
の
は
柳
展
雄
で
は
な
く
來
皮
豹
と
い
う
塗
山
の
賊
で
、

伍
子
胥
が
こ
れ
を
退
治
し
た
後
で
、
改
め
て
別
に
展
雄
が
現
れ
る
。

　

・
姜
鐸
は
登
場
せ
ず
、
卞
莊
も
鬪
寳
會
に
は
參
加
す
る
が
展
雄
と
は
戰
わ
な
い
。

代
わ
り
に
展
雄
は
宋
の
桓
公
の
配
下
の
華
茂
と
い
う
武
將
を
殺
す
。

　

・
展
雄
が
伍
子
胥
に
心
服
し
て
義
弟
と
な
る
。

　

・
伍
子
胥
ら
が
爭
う
役
の
名
が
「
朙
輔
」
で
は
な
く
「
盟
府
」
と
い
う
表
記
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
他
に
「
朙
甫
」
に
作
る
作
品
も
あ
る
。

　

・
盟
府
の
座
を
爭
う
競
技
は
鼎
の
勝
負
が
先
で
、
卞
莊
・
蒯
聵
・
姬
輦
・
伍
子

胥
の
順
に
挑
む
。
そ
の
後
で
伍
子
胥
が
謎
掛
け
の
勝
負
で
百
里
奚
に
勝
つ
。

　

・
伍
子
胥
が
秦
の
無
祥
公
主
と
楚
の
太
子
羋
建
の
緣
談
を
ま
と
め
る
。

他
の
作
品
も
含
め
た
登
場
人
物
の
出
入
り
は
表
１
の
通
り
で
、
登
場
す
る
人
物

の
組
み
合
わ
せ
は
雜
劇
と
小
說
と
で
分
か
れ
て
い
る
。
鬪
寳
會
に
臨
席
す
る
平
王

〔
公
〕（
小
說
で
は
靈
王
）・
穆
公
（
小
說
で
は
哀
公
）・
百
里
奚
（
小
說
で
は
子
鍼
）・
姬

輦
・
卞
莊
・
蒯
聵
・
姬
光
は
雜
劇
で
も
小
說
で
も
ほ
ぼ
常
に
同
じ
役
回
り
で
現
れ

る
が（

４
）、

晏
嬰
は
小
說
二
作
に
し
か
登
場
せ
ず
、
逆
に
無
祥
公
主
は
雜
劇
の
一
部
に

し
か
出
て
い
な
い
。
ま
た
、
鬪
寳
會
の
歬
に
賊
と
戰
う
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
作

品
で
は
、
柳
展
雄
と
秋
胡
は
必
ず
登
場
し
、
加
え
て
雜
劇
で
は
來
皮
豹
と
華
茂
が
、

小
說
で
は
姜
鐸
が
登
場
し
て
い
る
。
な
お
、
南
戲
『
舉
鼎
記
』
に
は
雜
劇
系
と
小

說
系
の
雙
方
の
登
場
人
物
が
揃
っ
て
登
場
す
る
。

表
１
に
擧
げ
た
人
物
は
、
五
人
を
除
い
て
『
史
記
』
の
ど
こ
か
に
名
が
見
え
る（

５
）。

『
史
記
』
に
見
え
な
い
五
人
の
う
ち
、
秋
胡
は
自
分
の
妻
を
そ
れ
と
は
氣
付
か
ず

表１　〇：同名で登場　△：別名で登場　╳：登場しない　／：出て來るはずの場面自體ない　？：不朙
史書 雜劇 南戲 小說

史記 元刊本
楚昭王

脉望館本
楚昭王

元曲選本
楚昭王

元曲選本
伍員吹簫

脉望館本
臨潼闘寳

脉望館本
鞭伏盜跖

鈔本
舉鼎記 列國志傳 七十二朝人物演義

楚の平王 〇 〇 ？
言及なし

？
言及なし

〇
楚の平公

〇
楚の平公

△
楚の公子 〇 △

楚の靈王
△

楚の靈王

秦の穆公 △
秦の哀公 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △

秦の哀公
△

秦の哀公

百里奚 △
后子鍼 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △

子鍼＝
姬輦

╳

姬輦 ╳ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
卞莊 〇 ╳ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
蒯聵 〇 ╳ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
姬光 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

柳展雄 △
盜跖 〇 〇 〇 〇 〇

秋胡 ╳ 〇 〇 〇 〇 〇
姜鐸 ╳ ╳ ╳ 〇 〇 〇
來皮豹 ╳ 〇 〇 〇 ╳ ╳
華茂 ╳ 〇 〇 〇 ╳ ╳
晏嬰 〇 ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ 〇 〇 〇

無祥公主 △
秦の公女 〇 ╳ 〇 ╳ 〇 〇

？
後半を
缺くため

╳
後の場面
で初めて
登場

╳



朙
刊
本
小
說
『
新
刻
彙
正
十
八
國
鬪
寳
傳
』
の
發
見
と
そ
の
意
義

一
五
五

山
閏
次
」
と
墨
書
し
て
い
る
。
神
山
閏
次
（
一
八
七
〇
～
一
九
四
三
）
は
官
僚
出
身

で
朙
治
末
朞
に
群
馬
縣
知
事
も
務
め
た
人
物
だ
が
、
古
典
籍
の
蒐
集
家
と
し
て
も

知
ら
れ
、『
水
滸
傳
』
の
版
本
問
題
に
關
す
る
論
文
ま
で
書
い
て
い
る
。
そ
の
神

山
か
ら
こ
の
よ
う
な
本
を
贈
ら
れ
た
「
岩
﨑
老
兄
」
と
な
る
と
、
ま
ず
は
三
菱
財

閥
の
二
代
目
彌
之
助
（
一
八
五
一
～
一
九
〇
八
）
か
三
代
目
久
彌
（
一
八
六
五
～
一
九

五
五
）
の
ど
ち
ら
か
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
當
否
は
未
詳
。
册
尾
の
原

紙
と
補
修
紙
の
繼
ぎ
目
に
補
修
の
際
に
捺
さ
れ
た
と
思
し
き
「
㊒
千
閣
」
と
讀
め

そ
う
な
綠
色
の
小
圓
印
が
見
え
る
が
、
他
に
藏
書
印
は
見
當
た
ら
な
い
。

卷
中
の
第
一
葉
か
ら
第
六
十
葉
ま
で
が
殘
る
が
、
第
六
十
葉
で
は
ま
だ
卷
中

は
終
わ
っ
て
い
な
い
。
卷
首
題
「
新
刻
彚
正
十
八
國
閗
寳
傳
巻
之
中
」、
第
二
行

か
ら
正
文
に
入
る
（
圖
１
）。
每
葉
上
圖
下
文
、
主
に
四
周
雙
邊
（
左
右
雙
邊
や
四

周
單
邊
の
葉
も
あ
る
）、
㊒
界
、
十
行
十
七
字
、
內
匡
郭
二
〇
．
六
（
七
．
三
＋
一

三
．
二
）
╳
一
一
．
四
㎝
。
版
心
白
口
、
單
黑
魚
尾
、
魚
尾
上
題
「
全
像
十
八
国

閗
宝
傳
」、
魚
尾
下
題
「　

中　

巻
（
隔
約
六
格
）
丁
付
」。
圖
の
左
右
に
各
行
四

字
の
圖
題
を
配
す
。
ま
た
、
眉
上
中
央
に
數
字
を
記
し
た
出
っ
張
り
（
金
文
京
氏

が
「
眉
碼
」
と
名
付
け
て
考
察
し
た
も
の（

６
））

が
稀
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
第
五
葉
表

に
「
五
」、
第
十
七
葉
表
に
「
六
」、
第
三
十
一
葉
表
に
「
七
」、
第
四
十
五
葉
表

に
「
八
」、
第
五
十
九
葉
表
に
「
九
」（
圖
２
）
と
あ
る
。
十
二
～
十
四
葉
お
き
に

現
れ
る
こ
の
數
字
が
第
五
葉
の
「
五
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
未
發
見

の
卷
上
は
、
序
や
目
錄
と
合
わ
せ
て
六
十
葉
歬
後
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し

て
み
れ
ば
、
卷
中
最
後
の
缺
け
て
い
る
葉
は
そ
う
多
く
な
い
と
思
わ
れ
、
後
述
す

る
內
容
面
の
キ
リ
の
良
さ
も
踏
ま
え
る
と
、
少
な
け
れ
ば
あ
と
一
葉
、
多
く
て
も

せ
い
ぜ
い
あ
と
二
、
三
葉
で
卷
中
は
終
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
回
發
見
さ
れ
た
册
に
は
、
撰
者
・
編
者
・
刊
行
者
・
刊
年
な
ど
に
關
す
る
情

報
は
何
一
つ
記
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、「
上
圖
下
文
で
半
葉
十
行
十
七
字
」
と

誘
惑
し
た
人
物
と
し
て
古
く
は
劉
向
『
列
女
傳
』
に
見
え
、
そ
の
逸
話
を
題
材
と

し
た
元
雜
劇
「
魯
大
夫
秋
胡
戲
妻
」
が
あ
る
た
め
、
元
朙
の
通
俗
文
藝
で
は
㊒
名

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
。
姜
鐸
は
齊
の
公
子
と
し
て
は
史
書
に
見
え
な
い
が
、

『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
十
四
年
の
條
に
「
冬
十
二
⺼
、
蒲
餘
侯
兹
夫
殺
莒
公
子
意

恢
。
郊
公
奔
齊
。
公
子
鐸
逆
庚
輿
於
齊
」
と
あ
る
。
伍
子
胥
の
楚
か
ら
吳
へ
の
亡

命
は
昭
公
二
十
年
の
條
に
見
え
る
の
で
、
こ
の
公
子
鐸
は
伍
子
胥
と
同
時
代
の
人

物
で
あ
る
。
こ
の
人
は
實
際
に
は
齊
で
は
な
く
莒
の
公
子
な
の
だ
が
、
傍
線
部
を

「
齊
の
公
子
鐸
」
と
誤
讀
し
て
し
ま
い
、
齊
の
姓
を
冠
し
た
「
齊
の
公
子
姜
鐸
」

と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
誕
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

殘
る
姬
輦
・
來
皮
豹
・
華
茂
の
三
人
は
、
史
書
に
見
え
な
い
だ
け
で
な
く
、
姜

鐸
の
よ
う
な
來
源
も
不
朙
で
あ
る
。
だ
が
、
姬
輦
は
少
し
後
の
時
代
を
描
く
脉

館
鈔
本
元
雜
劇
「
鍾
離
春
智
勈
定
齊
」
に
も
か
つ
て
臨
潼
會
に
參
加
し
た
秦
の
上

將
と
し
て
登
場
す
る
（
伍
子
胥
は
登
場
し
な
い
）
の
で
、
臨
潼
會
の
登
場
人
物
と
し

て
古
く
か
ら
定
着
し
て
い
た
と
思
し
い
。
小
松
㊟
⑴
論
文
は
、
秦
の
君
臣
は
時
代

が
合
わ
な
い
が
㊒
名
な
穆
公
と
百
里
奚
が
原
型
で
、
そ
れ
が
後
に
伍
子
胥
と
同
時

代
の
哀
公
と
子
鍼
に
改
め
ら
れ
、
そ
の
際
に
姬
輦
と
子
鍼
を
同
一
人
物
扱
い
す
る

混
亂
が
生
じ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
妥
當
な
見
解
だ
ろ
う
。

二
、『
新
刻

正
十
八
國

寳
傳
』
の
書
誌
情
報

存
一
帙
一
册
。
淡
茶
色
表
紙
二
四
．
九
×
一
五
．
〇
㎝
、
左
肩
に
「
三
告
更
」

と
墨
書
し
、
そ
れ
を
紅
筆
で
打
ち
消
し
て
「
全
像
十
八
国
開
宝
傳
」
と
改
め
て
い

る
。
墨
筆
の
「
三
告
更
」
は
本
書
の
別
題
だ
ろ
う
が
、
ど
ん
な
意
味
で
ど
の
場

面
に
由
來
す
る
の
か
は
、
通
讀
し
て
も
筆
者
に
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
紅
筆
の

題
は
後
述
の
各
葉
の
版
心
題
と
「
開
」
以
外
は
同
じ
な
の
で
、「
開
」
は
版
心
の

「
閗
」
を
見
誤
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
表
紙
の
右
側
に
「
岩
﨑
老
兄
惠
存　

神



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
五
六

い
う
版
式
は
萬
曆
中
頃
以
降
の
朙
末
の
建
陽
で
の
小
說
刊
本
に
多
用
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
例
え
ば
萬
曆
三
十
年
（
一
六
〇
二
）
余
象
斗
雙
峰
堂
刊
本
『
刋
北
方
真

武
祖
師
玄
天
上
帝
出
身
志
傳
』
四
卷
（
英
國
博
物
院
藏
）、
萬
曆
三
十
二
年
（
一
六

〇
四
）
楊
氏
淸
白
堂
刊
本
『
新
刻
全
像
卄
四
尊
得
道
羅
漢
傳
』
六
卷
（
內
閣
文
庫
藏
、

圖
３
）、〔
萬
曆
閒
〕
文
台
余
象
斗
刊
本
『
新
刋
八
仙
出
䖏
東
逰
記
』
二
卷
（
內
閣
文

庫
藏
二
本
）、〔
萬
曆
閒
〕
劉
雙
松
安
正
堂
刊
本
『

鍥
全
像
按
鑑
唐
鍾
馗
全
傳
』
四

卷
（
內
閣
文
庫
、
靜
岡
縣
立
中
央
圖
書
館
藏
）、〔
朙
末
〕
蓮
台
劉
永
茂
〔
安
正
堂
〕
刊

本
『
鼎
鍥
全
相
唐
三
藏
西
逰
傳
』
十
卷
（
日
光
輪
王
寺
、
臺
北
故
宮
博
物
院
藏
）
な

ど
が
あ
る
。
單
に
版
式
が
一
致
す
る
だ
け
な
ら
朙
刊
本
を
淸
代
に
覆
刻
し
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
圖
の
畫
風
や
本
文
の
字
樣
は
右
記
の
朙
刊
本
各

種
と
十
分
に
似
て
お
り
、
淸
代
の
覆
刻
本
に
あ
り
が
ち
な
彫
り
の
粗
雜
さ
は
全
く

見
ら
れ
な
い
。「
眉
碼
」
も
金
㊟
⑹
論
文
の
說
く
通
り
朙
代
後
朞
の
建
陽
刊
本
に

特
㊒
の
も
の
な
の
で
、
こ
の
『
新
刻
彚
正
十
八
國
閗
寳
傳
』
が
萬
曆
中
頃
以
降
の

朙
末
に
建
陽
で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
閒
違
い
な
さ
そ
う
だ
。

　

圖
3 『
新
刻
全
像
卄
四
尊
得
道
羅
漢
傳
』
卷
一
首

　

圖
１
『
新
刻
彚
正
十
八
國
閗
寳
傳
』
卷
中
首

　

圖
2 『
新
刻
彚
正
十
八
國
閗
寳
傳
』
卷
中
第
五
十
九
葉
表



朙
刊
本
小
說
『
新
刻
彙
正
十
八
國
鬪
寳
傳
』
の
發
見
と
そ
の
意
義

一
五
七

⑪
漁
翁
辭
劍
の
話
（
～
第
四
十
四
葉
裏
）

⑫
三
人
の
豪
傑
と
そ
れ
ぞ
れ
義
を
結
ぶ
（
～
第
四
十
八
葉
裏
）

⑬
市
中
で
簫
を
吹
き
、
吳
王
僚
に
登
用
を
拒
ま
れ
る
（
～
第
五
十
一
葉
表
）

⑭
孫
武
子
・
姚
离
と
共
に
姬
光
の
腹
心
と
な
る
（
～
第
五
十
四
葉
表
）

⑮
專
珠
を
仲
閒
に
入
れ
る
（
～
第
五
十
七
葉
裏
）

⑯
干
將
に
魚
腸
劍
を
借
り
る
（
～
第
五
十
九
葉
裏
）

⑰
吳
王
僚
暗
殺
と
吳
王
闔
閭
の

位
（
第
六
十
葉
裏
で
は
未
完
）

④
に
華
元
、
⑦
に
陳
の
靈
公
・
夏
氏
・
夏
徵
舒
な
ど
、
朙
ら
か
に
時
代
の
合
わ

な
い
實
在
の
人
物
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
宋
の
忠
臣
と
し
て
知
ら
れ

る
華
元
が
④
で
謀
反
を
起
こ
し
た
り
、
史
實
で
は
簒
奪
を
す
る
側
の
夏
徵
舒
が
⑦

で
逆
に
叔
父
に
父
を
殺
さ
れ
る
簒
奪
の
被
害
者
に
な
っ
て
い
た
り
、
時
代
は
槪
ね

合
っ
て
い
て
も
衞
の
靈
公
の
夫
人
で
あ
っ
た
南
子
が
①
で
衞
か
ら
梁
に
獻
上
さ
れ

て
い
た
り
、
甚
だ
し
く
は
越
王
句
踐
か
ら
吳
王
夫
差
に
贈
ら
れ
た
美
女
西
施
の
別

名
で
あ
る
は
ず
の
西
子
が
③
で
齊
か
ら
魯
に
獻
上
さ
れ
て
い
た
り
と
、
史
實
と
全

く
異
な
る
役
回
り
を
す
る
人
物
が
少
な
く
な
い
。
と
は
い
え
、
④
⑤
⑨
⑪
⑬
⑭
⑮

⑯
⑰
は
、
い
ず
れ
も
大
幅
な
脚
色
を
受
け
て
は
い
る
が
、『
史
記
』「
伍
子
胥
列

傳
」
に
一
應
の
片
鱗
が
認
め
ら
れ
る
話
で
は
あ
る
。
朙
代
ま
で
の
伍
子
胥
を
主
人

公
と
す
る
通
俗
文
藝
作
品
で
も
、
話
の
筋
は
異
な
れ
ど
、
對
應
す
る
場
面
が
見
出

せ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
⑩
は
『
史
記
』
ま
で
の
諸
㊮
料
に
は
見
え
な
い
が
、

漢
代
の
『
越
絕
書
』
や
『
吳
越
春
秋
』
か
ら
見
え
、
朙
代
ま
で
の
伍
子
胥
を
主
人

公
と
す
る
通
俗
文
藝
作
品
で
も
定
番
の
場
面
で
あ
る
。
一
方
、
②
③
⑥
⑦
は
本
來

は
伍
子
胥
と
全
く
關
わ
り
の
な
い
史
實
や
故
事
に
伍
子
胥
の
活
躍
を
ね
じ
こ
ん
だ

話
で
、「
は
じ
め
に
」
で
擧
げ
た
朙
代
ま
で
の
他
の
通
俗
文
藝
作
品
の
い
ず
れ
に

も
見
え
な
い
。
但
し
、
⑥
⑦
に
登
場
す
る
秋
胡
は
、
歬
述
の
通
り
臨
潼
鬪
寳
の
場

面
で
は
お
馴
染
み
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た（

８
）。

①
⑧
⑫
は
完
全
に
架
空
の
話
で
、

三
、『
新
刻

正
十
八
國

寳
傳
』
の
內
容

　

卷
中
は
伍
子
胥
が
楚
の
平
王
に
父
と
兄
を
殺
さ
れ
、
楚
の
太
子
米
建
・
そ
の
母

の
蔡
后
・
妻
の
馬
妃
・
幼
子
の
百
工
の
四
人
を
連
れ
て
梁
に
來
て
、
楚
を
討
つ
た

め
の
兵
を
梁
王
に
借
り
よ
う
と
す
る
場
面
か
ら
始
ま
る
。
つ
ま
り
、『
十
八
國
鬪

寳
傳
』
と
い
う
書
名
で
あ
り
な
が
ら
、
十
八
諸
侯
の
鬪
寳
の
會
の
場
面
は
卷
上
で

早
々
に
終
わ
っ
て
い
る
の
だ
。
と
は
い
え
、
伍
子
胥
は
作
中
の
人
物
か
ら
「
伍
朙

甫
」
と
尊
稱
さ
れ
て
い
る
し
、
衞
の
公
子
蒯
外（

７
）が

臨
潼
會
で
伍
子
胥
に
恨
み
が
あ

る
と
言
っ
た
り
、
宋
の
元
公
や
鄭
の
聲
公
や
陳
の
共
公
や
吳
の
公
子
姬
光
ら
が
臨

潼
會
で
伍
子
胥
に
恩
を
受
け
た
と
言
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
、
卷
上
に
臨
潼
で
の

鬪
寳
の
會
の
場
面
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
伍
子
胥
が
蒯
外
ら
と
爭
っ
て
朙
甫
（
本
書

で
は
一
貫
し
て
こ
の
表
記
）
の
座
を
勝
ち
取
り
、
見
事
に
會
を
取
り
仕
切
っ
て
諸
侯

を
無
事
に
歸
國
さ
せ
て
い
た
の
は
確
實
で
あ
る
。

　

卷
中
の
ご
く
大
ま
か
な
話
の
筋
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
番
號
は
筆
者
が

便
宜
上
付
け
た
も
の
で
、
原
本
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

①
梁
で
芦
医
の
治
療
を
受
け
、
衞
の
公
子
蒯
外
と
戰
う
（
～
第
六
葉
裏
）

②
梁
を
去
っ
て
孔
子
に
出
會
い
、
柳
展
雄
と
再
會
す
る
（
～
第
十
二
葉
表
）

③
孔
子
と
魯
に
仕
え
、
夾
谷
の
會
で
齊
將
朱マ

マ

儒
を
斬
る
（
～
第
十
七
葉
表
）

④
宋
に
仕
え
て
鄭
と
和
し
、
華
氏
の
亂
を
收
め
る
（
～
第
二
十
三
葉
裏
）

⑤
鄭
で
晉
の
反
奸
計
に
か
か
り
、
米
建
が
殺
さ
れ
る
（
～
第
二
十
八
葉
裏
）

⑥
秋
胡
戲
妻
の
話
（
～
第
三
十
葉
裏
）

⑦
陳
に
滯
在
し
て
夏
徵
舒
の
亂
を
收
め
る
（
～
第
三
十
八
葉
表
）

⑧
伏
龍
寺
に
百
工
（
米
勝
と
改
名
）
を
預
け
る
（
～
第
三
十
九
葉
裏
）

⑨
吳
に
行
く
た
め
に
昭
關
を
突
破
す
る
（
～
第
四
十
一
葉
表
）

⑩
浣
紗
女
投
江
の
話
（
～
第
四
十
二
葉
裏
）
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陳
を
歷
訪
し
た
上
で
よ
う
や
く
吳
に
向
か
っ
て
お
り
、
他
の
ど
れ
よ
り
も
多
く
の

國
を
訪
れ
て
い
る
。
特
に
、
魯
に
立
ち
寄
る
の
は
『
十
八
國
鬪
寳
傳
』
の
み
だ
し
、

時
代
の
合
わ
な
い
國
で
あ
る
梁
も
他
に
「
伍
子
胥
變
文
」
に
し
か
出
て
來
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
淸
代
の
車
王
府
曲
本
『
左
傳
春
秋
』
鼓
詞
に
は
、
話
の
細
部
は
時
に

異
な
れ
ど
、
梁
で
扁
鵲
（
蘆
醫
（
芦
医
）
の
別
名
）
の
治
療
を
受
け
た
り
、
孔
子
と

共
に
魯
に
仕
え
て
夾
谷
の
會
で
齊
將
朱
儒
を
斬
っ
た
り
と
い
う
、『
十
八
國
鬪
寳

傳
』
と
同
じ
展
開
が
多
々
見
ら
れ
る
。
と
な
る
と
、『
左
傳
春
秋
』
鼓
詞
は
『
十

八
國
鬪
寳
傳
』
と
同
系
統
の
物
語
が
更
な
る
改
編
を
受
け
て
成
立
し
た
可
能
性
が

高
い
。『
左
傳
春
秋
』
鼓
詞
が
吳
越
の
戰
い
が
本
格
化
す
る
手
歬
で
終
わ
る
（
吳

越
の
戰
い
は
『
六
部
春
秋
』
鼓
詞
の
第
二
部
『
吳
越
春
秋
』
鼓
詞
の
歬
半
で
描
か
れ
る
）

點
も
、『
十
八
國
鬪
寳
傳
』
の
卷
下
は
吳
越
の
戰
い
ま
で
は
描
か
ず
に
終
わ
っ
て

い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
先
の
推
定
と
符
合
す
る
。

も
う
一
つ
着
目
す
べ
き
は
⑩
浣
紗
女
投
江
と
⑪
漁
翁
辭
劍
の
順
序
で
、
⑩
の
初

出
で
あ
る
『
越
絕
書
』
や
『
吳
越
春
秋
』
で
は
、
⑪
が
先
で
⑩
が
續
い
て
い
た
。

し
か
し
、「
伍
子
胥
變
文
」
で
は
⑩
が
先
で
、
伍
子
胥
の
姉
の
家
と
妻
の
家
と
い

う
二
場
面
を
挾
ん
で
か
ら
⑪
と
な
る
。「
伍
員
吹
簫
」
雜
劇
と
『
十
八
國
鬪
寳

傳
』
で
は
⑩
の
直
後
に
⑪
、『
列
國
志
傳
』
は
逆
に
⑪
の
直
後
に
⑩
が
あ
る
。「
伍

員
吹
簫
」
雜
劇
・『
十
八
國
鬪
寳
傳
』・『
列
國
志
傳
』
の
三
者
は
史
書
や
「
伍
子

胥
變
文
」
で
は
姓
名
が
見
え
な
い
漁
翁
に
閭
丘
亮
と
い
う
同
じ
姓
名
を
設
定
し
て

い
る
の
で
、『
列
國
志
傳
』
だ
け
が
全
く
の
別
系
統
に
屬
す
る
話
だ
と
い
う
譯
で

も
な
い
。
ど
う
や
ら
、
通
俗
文
藝
の
世
界
で
は
史
書
と
は
逆
の
⑩
⑪
と
い
う
順
序

が
唐
代
か
ら
朙
代
ま
で
引
き
繼
が
れ
て
い
て
、『
列
國
志
傳
』
も
そ
の
流
れ
を
汲

む
通
俗
文
藝
の
設
定
に
從
っ
て
兩
場
面
を
描
き
つ
つ
も
、
順
序
は
史
書
を
參
照
し

て
⑪
が
先
の
形
に
改
め
た
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

朙
代
ま
で
の
他
の
通
俗
文
藝
作
品
に
は
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

卷
中
第
六
十
葉
裏
は
、
公
子
姬
光
の
意
を
受
け
た
刺
客
の
專
珠
（『
史
記
』
で
は

專
諸
）
が
吳
王
僚
を
刺
殺
し
、
專
珠
も
ま
た
吳
王
の
部
下
に
殺
さ
れ
て
し
ま
う
も

の
の
、
伍
子
胥
が
武
力
で
そ
の
場
を
制
壓
し
て
何
か
を
言
お
う
と
す
る
と
こ
ろ
で

終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
直
後
は
姬
光
が
吳
王
闔
閭
と
し
て

位
す
る
場
面
に
違
い

な
く
、
あ
と
一
、
二
葉
も
あ
れ
ば
十
分
そ
こ
ま
で
描
き
切
れ
そ
う
な
の
で
、
歬
述

し
た
「
眉
碼
」
か
ら
卷
上
が
六
十
葉
程
度
だ
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
も
倂
せ
て
考
え

る
と
、
卷
中
は
吳
王
闔
閭
の

位
で
終
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。

未
發
見
の
卷
下
で
は
、
伍
子
胥
が
孫
武
子
と
共
に
吳
の
兵
を
率
い
て
楚
の
都
を

陷
落
さ
せ
、
平
王
の
屍
を
鞭
打
っ
て
復
讐
を
果
た
す
話
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
は

閒
違
い
あ
る
ま
い
。『
史
記
』
や
『
吳
越
春
秋
』
や
「
伍
子
胥
變
文
」
で
は
そ
の

後
に
吳
越
の
戰
い
の
話
が
續
く
が
、
そ
れ
を
伍
子
胥
の
死
や
吳
の
滅
亡
ま
で
描
き

切
る
に
は
、
卷
下
だ
け
で
は
紙
幅
が
足
り
そ
う
に
な
い
。
そ
れ
に
、
ま
さ
か
西
子

と
西
施
は
別
人
だ
と
言
い
張
る
譯
に
も
い
く
ま
い
か
ら
、
吳
越
の
戰
い
を
描
こ
う

と
す
れ
ば
、
卷
中
で
魯
の
定
公
の
後
宮
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
西
子
の
扱
い
に
困
る

は
ず
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
卷
下
は
伍
子
胥
が
楚
へ
の
復
讐
を
果
た
し
て
吳
に
凱

旋
す
る
邊
り
で
終
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か（

９
）。

そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
卷
中
は
楚
を
出
奔
し
た
伍
子
胥
が
諸
國
を
遍
歷
し
、
最
後

に
辿
り
着
い
た
吳
で
公
子
姬
光
の
腹
心
と
な
っ
て
彼
を
王
位
に
就
け
る
と
こ
ろ
ま

で
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
範
圍
を
通
し
て
描
く
他
の
朙
代
ま
で
の
㊮
料
だ
と
、
ま

ず
『
史
記
』
で
は
宋
・
鄭
・
晉
を
經
て
、
再
度
鄭
を
訪
れ
て
か
ら
吳
に
向
か
う
。

『
吳
越
春
秋
』
で
は
楚
か
ら
直
接
吳
に
行
く
。「
伍
子
胥
變
文
」
で
は
父
と
同
じ
楚

で
は
な
く
梁
に
仕
え
て
い
た
が
、
梁
か
ら
直
接
吳
に
向
か
う
。「
伍
員
吹
簫
」
雜

劇
で
は
鄭
を
經
て
吳
へ
行
く
。『
列
國
志
傳
』
で
は
宋
・
鄭
・
陳
を
經
て
吳
に
向

か
う
。
對
し
て
こ
の
『
十
八
國
鬪
寳
傳
』
で
は
、
伍
子
胥
は
梁
・
魯
・
宋
・
鄭
・



朙
刊
本
小
說
『
新
刻
彙
正
十
八
國
鬪
寳
傳
』
の
發
見
と
そ
の
意
義

一
五
九

起
源
を
持
つ
、
よ
り
通
俗
的
な
臨
潼
鬪
寳
の
物
語
が
は
め
こ
ま
れ
た
可
能
性

が
高
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

歬
揭
の
表
１
に
擧
げ
た
登
場
人
物
の
う
ち
、『
列
國
志
傳
』
で
は
こ
こ
が
初
登
場

の
蒯
聵
・
卞
莊
・
柳
展
雄
・
姜
鐸
は
以
降
の
場
面
に
は
登
場
し
な
い
し
、
こ
の
後

も
登
場
す
る
哀
公
・
晏
嬰
・
秋
胡
も
伍
子
胥
と
再
び
關
わ
り
は
し
な
い
。
伍
子

胥
と
再
び
絡
む
の
は
姬
光
と
姬
輦
（
＝
子
鍼
）
だ
け
な
の
で
、
確
か
に
『
列
國
志

傳
』
の
臨
潼
鬪
寳
の
場
面
は
歬
後
か
ら
浮
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。
だ
が
、『
十
八

國
鬪
寳
傳
』
卷
中
で
は
、
①
に
蒯
外
、
②
に
柳
展
雄
、
③
に
姜
鐸
、
④
⑤
に
卞
莊
、

⑥
⑦
に
秋
胡
、
⑬
～
⑰
に
姬
光
と
、
伍
子
胥
の
行
く
先
々
で
表
１
に
見
え
る
人

物
が
殆
ど
絕
え
閒
な
く
現
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
十
八
國
鬪
寳
傳
』
の
卷
中
は
、

小
松
氏
が
そ
の
存
在
を
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
否
定
的
に
考
え
て
い
た
、
臨
潼
鬪
寳

の
物
語
か
ら
直
接
繫
が
る
伍
子
胥
の
諸
國
遍
歷
の
物
語
な
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
臨
潼
鬪
寳
の
物
語
を
描
く
ど
の
作
品
に
も
必
ず
見
え
る
伍
子
胥
が

吳
の
公
子
姬
光
に
繰
り
﨤
し
恩
を
賣
る
點
や
、
一
部
の
作
品
に
秦
の
無
祥
公
主
が

登
場
し
て
楚
の
太
子
建
と
婚
約
す
る
點
は
、『
史
記
』「
伍
子
胥
列
傳
」
の
描
く
傳

統
的
な
形
の
伍
子
胥
の
楚
へ
の
復
讐
譚
に
繫
が
る
伏
線
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に

作
り
込
ま
れ
た
要
素
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
姬
光
は
も
ち
ろ
ん
後
の
吳

王
闔
閭
だ
し
、『
史
記
』
や
『
吳
越
春
秋
』
で
伍
子
胥
の
父
伍
奢
が
平
王
に
殺
さ

れ
た
の
は
、
伍
奢
が
傅
役
を
務
め
る
太
子
建
に
嫁
ぐ
は
ず
だ
っ
た
秦
の
公
女
を
平

王
が
自
分
の
妻
に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
臨

潼
鬪
寳
の
物
語
は
、
そ
も
そ
も
が
伍
子
胥
の
楚
へ
の
復
讐
を
描
く
長
い
物
語
の
序

章
と
し
て
構
想
さ
れ
た
、
後
の
場
面
へ
の
伏
線
を
幾
つ
も
含
む
も
の
だ
っ
た
と
筆

者
は
考
え
る
。
特
に
重
要
な
の
が
無
祥
公
主
の
婚
約
で
、
こ
の
要
素
が
あ
れ
ば
、

臨
潼
鬪
寳
の
物
語
は
小
松
氏
が
說
く
よ
う
に
史
實
に
何
一
つ
根
差
さ
な
い
完
全
な

捏
造
と
い
う
譯
で
は
な
く
、「
秦
の
公
女
が
楚
の
太
子
建
と
婚
約
し
た
」
と
い
う

四
、
小

の
檢
證

小
松
㊟
⑴
論
文
は
、『
列
國
志
傳
』
の
臨
潼
鬪
寳
の
場
面
の
元
に
な
っ
た
通
俗

文
藝
作
品
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
た
（
三
三
頁
）。

　

臨
潼
鬪
寳
の
物
語
は
、『
列
國
志
傳
』
の
中
で
も
特
に
史
實
と
異
な
る
內

容
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
馮
夢
龍
が
、
や
は
り
史
實
と
一
致
し
な
い
部
分

を
多
く
含
む
『
全
相
平
話
』
と
重
な
る
部
分
に
つ
い
て
は
一
言
も
ふ
れ
ず
、

こ
こ
だ
け
を
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
兩
者
に
お
け
る
史
實
逸
脫
の
水
準
が

異
な
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

ち
、『
全
相
平
話
』
と
重
な
る
部

分
が
、
あ
く
ま
で
現
實
に
存
在
し
た
歷
史
的
事
件
を
も
と
に
し
て
、
そ
れ
を

大
幅
に
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
の
に
對
し
、
臨
潼
鬪
寳
は
現
實
に
は
あ
り
え
な

い
事
件
を
、
い
わ
ば
捏
造
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
知
識
水
準
が
高
い
人
閒

ほ
ど
、
史
實
へ
の
密
着
を
要
求
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
も
秦

の
穆
公
・
百
里
奚
・
盜
跖
か
ら
、「
秋
胡
戲
妻
」
の
說
話
で
㊒
名
な
秋
胡
、

虎
殺
し
で
知
ら
れ
る
卞
莊
に
至
る
ま
で
、
時
代
に
關
わ
り
な
く
春
秋
時
代
の

㊒
名
人
を
登
場
さ
せ
て
い
る
あ
た
り
、
歬
後
の
物
語
と
の
接
續
や
史
實
と
の

關
係
を
ほ
と
ん
ど
意
に
介
し
た
形
跡
が
な
い
。つ
ま
り
臨
潼
鬪
寳
の
物
語
は
、

『
全
相
平
話
』
所
收
の
物
語
よ
り
も
大
衆
的
な
性
格
を
持
つ
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

臨
潼
鬪
寳
の
內
容
を
含
む
、
伍
子
胥
を
主
人
公
と
し
た
『
全
相
平
話
』
が

存
在
し
た
可
能
性
も
決
し
て
否
定
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
に
續
く
吳
越
の
戰

い
の
部
分
の
內
容
は
、
基
本
的
に
は
『
史
記
』・『
左
傳
』・『
吳
越
春
秋
』
の

域
を
大
き
く
外
れ
る
こ
と
が
な
く
、
臨
潼
鬪
寳
と
と
も
に
一
つ
の
小
說
を
形

成
す
る
こ
と
は
い
か
に
も
不
自
然
に
感
じ
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
、「
按
鑑
」

の
原
則
通
り
の
史
書
に
基
づ
く
記
述
の
中
に
、『
全
相
平
話
』
と
は
異
な
る
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ど
の
史
書
に
據
る
だ
け
で
も
書
け
る
場
面
に
は
基
づ
い
た
物
語
の
影
が
極
め
て
薄

く
な
る
一
方
、
參
照
可
能
な
史
書
の
存
在
し
な
い
臨
潼
鬪
寳
の
場
面
に
だ
け
基
づ

い
た
物
語
が
持
っ
て
い
た
荒
唐
無
稽
な
要
素
が
色
濃
く
殘
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。『
新
列
國
志
』
の
よ
う
に
臨
潼
鬪
寳
の
場
面
を
丸
ご
と
削
除
し
て
し
ま
う
こ

と
も
出
來
た
は
ず
だ
が
、
最
重
要
モ
チ
ー
フ
の
は
ず
の
無
祥
公
主
の
婚
約
を
割
愛

し
て
ま
で
こ
れ
を
殘
し
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
人
氣
の
場
面
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
姜
鐸
が
登
場
す
る
以
上
、『
列
國
志
傳
』
が
利
用
し
た
伍
子
胥
を
主
人
公

と
す
る
物
語
は
、
雜
劇
諸
作
品
よ
り
も
『
十
八
國
鬪
寳
傳
』
や
『
七
十
二
朝
人
物

演
義
』
に
近
し
い
內
容
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。

そ
う
な
る
と
、『
列
國
志
傳
』
の
他
の
史
實
か
ら
掛
け
離
れ
た
場
面
が
三
つ
と

も
「
全
相
平
話
」
シ
リ
ー
ズ
に
由
來
す
る
と
判
朙
し
て
い
る
以
上
、
臨
潼
鬪
寳
の

場
面
で
も
伍
子
胥
を
主
人
公
と
す
る
失
わ
れ
た
「
全
相
平
話
」
由
來
の
物
語
を
參

照
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
改
め
て
檢
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
よ
り
踏
み

込
ん
で
言
え
ば
、『
新
刻
彚
正
十
八
國
閗
寳
傳
』
自
體
が
伍
子
胥
を
主
人
公
と
す

る
「
全
相
平
話
」
の
內
容
を
受
け
繼
い
だ
小
說
刊
本
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
系
統
の

小
說
（
或
い
は
こ
の
小
說
自
體
の
よ
り
早
い
刊
本
）
が
『
列
國
志
傳
』
の
參
照
元
で
あ

っ
た
、
と
い
う
可
能
性
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
存
し
な
い
「
全
相
平
話
」
の

內
容
や
文
章
を
あ
る
程
度
引
き
繼
い
で
い
る
可
能
性
が
高
い
朙
代
の
小
說
と
し
て

『
全
漢
志
傳
』『
兩
漢
開
國
中
興
傳
誌
』『
孫
龐
鬪
志
演
義
』
な
ど
が
知
ら
れ
て
い

る
か
ら（

（1
（

、
あ
な
が
ち
無
理
な
想
定
で
も
な
い
は
ず
だ
。

そ
も
そ
も
、
臨
潼
鬪
寳
の
物
語
は
、
本
當
に
小
松
氏
が
言
う
よ
う
に
「
全
相
平

話
」
各
種
よ
り
も
大
衆
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、『
樂

毅
圖
齊
七
國
春
秋
後
集
』
の
元
に
な
っ
た
史
實
は
、「
樂
毅
が
諸
國
の
連
合
軍
を

率
い
て
齊
を
追
い
詰
め
た
が
、
齊
も
反
擊
し
て
命
脉
を
繫
い
だ
」
で
あ
る
。
本
來

そ
こ
に
は
全
く
關
わ
り
の
な
い
孫
臏
を
現
存
し
な
い
『
七
國
春
秋
歬
集
』
か
ら
引

歷
史
的
事
實
に
基
づ
き
な
が
ら
、
史
書
に
は
見
え
な
い
婚
約
の
き
っ
か
け
を
演
出

過
剩
に
創
作
し
た
も
の
だ
と
言
え
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
場
合
、
無
祥
公
主
が
登
場
し
な
い
作
品
の
存
在
が
當
然
問

題
と
な
る
が
、
無
祥
公
主
は
こ
の
場
面
に
觸
れ
る
現
存
の
諸
作
品
の
中
で
飛
び
ぬ

け
て
年
代
の
古
い
元
刊
本
「
楚
昭
王
」
雜
劇
の
時
點
で
既
に
登
場
し
て
い
る
の
で
、

臨
潼
鬪
寳
の
物
語
が
作
ら
れ
た
當
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
と
想

定
す
る
こ
と
に
大
き
な
無
理
は
な
い
だ
ろ
う
。
脉

館
本
「
楚
昭
王
」
雜
劇
や
元

曲
選
本
「
伍
員
吹
簫
」
雜
劇
に
は
無
祥
公
主
が
登
場
し
な
い
が
、
い
ず
れ
も
臨
潼

會
を
直
接
描
く
譯
で
は
な
く
、
登
場
人
物
の
口
か
ら
歬
日
譚
と
し
て
部
分
的
に
語

っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
よ
っ
て
、
た
ま
た
ま
公
主
に
つ
い
て
朙
記
し
て
い
な
い

だ
け
で
、
彼
女
が
登
場
す
る
話
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
少
な
く

と
も
、
元
刊
本
と
元
曲
選
本
の
兩
方
に
無
祥
公
主
が
登
場
す
る
「
楚
昭
王
」
雜
劇

に
つ
い
て
は
積
極
的
に
そ
う
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

『
列
國
志
傳
』
で
は
、
臨
潼
會
の
終
了
か
ら
無
祥
公
主
が
楚
に
嫁
ぐ
話
が
始
ま

る
ま
で
の
閒
に
伍
子
胥
と
は
無
關
係
の
史
實
や
故
事
が
四
則
に
渡
っ
て
描
か
れ
、

そ
の
中
で
楚
の
君
主
が
靈
王
か
ら
平
王
に
代
替
わ
り
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
平
王

が
臨
潼
會
に
赴
く
作
品
と
違
っ
て
臨
潼
會
で
無
祥
公
主
を
楚
の
太
子

0

0

建
と
婚
約
さ

せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
敢
え
て
彼
女
が
臨
潼
會
に
は
登
場
し
な
い
形
に
し

た
の
だ
ろ
う
。
歬
節
で
見
た
通
り
、『
列
國
志
傳
』
は
先
行
す
る
通
俗
文
藝
作
品

に
據
っ
て
⑪
漁
翁
辭
劍
の
場
面
を
描
き
な
が
ら
も
、
史
書
に
合
わ
せ
て
⑩
浣
紗
女

投
江
と
の
順
序
を
入
れ
替
え
て
い
た
。
と
な
る
と
、『
列
國
志
傳
』
は
小
松
說
の

よ
う
に
臨
潼
鬪
寳
の
場
面
だ
け
を
扱
う
短
い
物
語
を
ほ
ぼ
無
加
工
に
取
り
込
ん
だ

の
で
は
な
く
、
伍
子
胥
を
主
人
公
と
す
る
臨
潼
鬪
寳
に
始
ま
る
長
い
物
語
か
ら
場

面
を
㊜
宜
取
捨
選
擇
し
て
、
必
要
に
應
じ
て
加
工
も
し
な
が
ら
取
り
込
ん
で
い
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
結
果
、『
史
記
』『
春
秋
左
氏
傳
』『
吳
越
春
秋
』
な



朙
刊
本
小
說
『
新
刻
彙
正
十
八
國
鬪
寳
傳
』
の
發
見
と
そ
の
意
義

一
六
一

き
續
き
登
場
さ
せ
て
樂
毅
と
戰
う
長
い
物
語
に
仕
立
て
、
兩
者
の
師
に
よ
る
仙
術

合
戰
ま
で
導
入
し
て
し
ま
う
大
膽
さ
は
、「
秦
の
公
主
が
楚
の
太
子
建
と
婚
約
し

た
」
と
い
う
史
實
を
導
く
た
め
の
事
件
と
し
て
大
仰
な
臨
潼
鬪
寳
の
場
面
を
創
作

し
て
し
ま
う
場
合
の
そ
れ
と
、
さ
し
た
る
差
が
あ
る
よ
う
に
は
筆
者
に
は
思
わ
れ

な
い
。『
列
國
志
傳
』
は
流
石
に
仙
術
合
戰
ま
で
は
取
り
入
れ
て
い
な
い
が
、
孫

臏
は
樂
毅
圖
齊
の
話
の
歬
半
部
に
も
登
場
す
る
。
對
し
て
、
馮
夢
龍
が
改
編
し
た

『
新
列
國
志
』
で
は
孫
臏
は
『
史
記
』
と
同
じ
範
圍
に
し
か
登
場
せ
ず
、
樂
毅
と

は
全
く
關
わ
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。『
新
列
國
志
』
が
削
除
し
た
場
面
の
う
ち
臨

潼
鬪
寳
だ
け
に
序
文
で
言
及
し
て
い
る
の
は
確
か
だ
が
、
例
を
擧
げ
る
に
當
た
っ

て
特
に
人
氣
が
高
い
場
面
を
選
ん
だ
と
い
う
解
釋
も
可
能
だ
ろ
う
し
、
實
際
に
荒

唐
無
稽
さ
の
程
度
に
よ
る
言
及
だ
っ
た
と
し
て
も
、
問
題
の
所
在
は
各
場
面
が
基

づ
い
た
物
語
自
體
の
性
質
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
荒
唐
無
稽
さ
を
『
列
國
志
傳
』

が
各
場
面
に
ど
れ
だ
け
殘
し
て
い
た
か
に
あ
る
は
ず
だ
。
扱
う
時
代
が
異
な
り

『
列
國
志
傳
』
に
は
取
り
込
ま
れ
て
い
な
い
『
三
國
志
平
話
』
を
見
て
も
、
曹
操
・

孫
權
・
劉
備
が
韓
信
・
英
布
・
彭
越
の
轉
生
だ
と
か
、
十
八
諸
侯
が
虎
牢
關
に
集

結
し
て
董
卓
軍
と
戰
う
と
か
、
張
飛
が
袁
術
の
息
子
を
撲
殺
す
る
と
か
い
っ
た
史

實
か
ら
掛
け
離
れ
た
荒
唐
無
稽
な
場
面
は
大
量
に
あ
る
。
從
っ
て
、
伍
子
胥
が
主

人
公
の
「
全
相
平
話
」
が
あ
っ
た
か
否
か
を
檢
討
す
る
上
で
、
臨
潼
鬪
寳
の
物
語

や
『
新
刻
彚
正
十
八
國
閗
寳
傳
』
卷
中
の
荒
唐
無
稽
さ
を
こ
と
さ
ら
問
題
に
す
る

必
要
は
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

五
、『
新
刻

正
十
八
國

寳
傳
』
の
體
裁
と

　
　
　
　「
全
相
平
話
」

朙
淸
の
長
篇
白
話
小
說
で
は
、
㊀
全
體
を
複
數
の
章
に
分
か
ち
、
㊁
各
章
に
一

句
か
二
句
の
章
題
を
附
し
て
、
㊂
各
章
を
「
第
×
×
回
」
と
表
記
す
る
、
い
わ
ゆ

る
分
回
本
の
形
が
最
も
良
く
見
ら
れ
る
體
裁
で
あ
る
。
㊀
㊁
だ
け
を
充
た
す
版
本

も
比
較
的
早
い
時
朞
を
中
心
に
閒
々
見
ら
れ
、
そ
の
場
合
は
分
則
本
と
呼
ぶ
の
が

慣
例
で
あ
る
。
一
方
、
分
回
本
で
も
分
則
本
で
も
な
い
、
つ
ま
り
章
分
け
を
し
な

い
長
篇
作
品
の
事
例
は
、
朙
代
の
刊
本
で
は
韻
文
が
主
體
の
成
化
說
唱
詞
話
『
芲

關
索
傳
』
歬
後
續
別
集
（
上
海
博
物
館
藏
）
が
僅
か
に
該
當
す
る
程
度
で
、
章
分

け
を
し
な
い
散
文
主
體
の
長
篇
白
話
小
說
の
刊
本
は
、
ま
だ
文
體
や
表
記
の
體
系

が
未
成
熟
な
元
代
の
「
全
相
平
話
五
種
」
や
『
新
編
五
代
史
平
話
』（
臺
灣
國
家
圖

書
館
藏
）
ま
で
遡
ら
な
け
れ
ば
從
來
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、『
新
刻
彚
正
十
八
國
閗
寳
傳
』
は
、
閒
違
い
な
く
散
文
主
體
の
長

篇
白
話
小
說
で
あ
り
、
歬
述
の
通
り
朙
代
後
朞
の
刊
行
と
見
ら
れ
る
に
も
關
わ
ら

ず
、
分
回
本
で
も
分
則
本
で
も
な
い
。
こ
れ
は
極
め
て
異
例
で
あ
る
。
但
し
、
全

く
章
を
分
け
て
い
な
い
と
も
言
い
切
れ
ず
、「
却
說
」
と
い
う
語
が
出
て
來
る
ご

と
に
高
確
率
で
改
行
し
て
段
落
を
改
め
て
お
り
、
そ
こ
が
ち
ょ
う
ど
話
の
切
れ
目

に
當
た
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
具
體
的
に
は
、
現
存
の
範
圍
に
六
十
八
例
あ
る

「
却
說
」
の
う
ち
、
五
十
八
例
が
行
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
每
葉
一
回
弱
の
頻
度

で
段
落
を
改
め
て
い
る
計
算
で
あ
り
、
一
應
こ
の
改
行
が
分
則
の
代
わ
り
に
な
っ

て
い
る
よ
う
だ（

（1
（

。
と
は
い
え
、
分
回
本
の
回
目
や
分
則
本
の
則
目
の
よ
う
な
本
文

內
に
記
さ
れ
る
章
題
は
、
本
書
に
は
一
切
存
在
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
「
却
說
」
と
い
う
語
は
、「
全
相
平
話
五
種
」
の
う
ち
三
種
で
も
多
用
さ

れ
て
い
る
。
半
葉
二
十
字
二
十
行
で
全
四
十
二
葉
の
『
武
王
伐
紂
書
』
に
十
九
例
、

半
葉
十
九
字
十
九
行
で
全
四
十
二
葉
の
『
樂
毅
圖
齊
七
國
春
秋
後
集
』
に
四
十
四

例
、
歬
者
と
同
行
款
で
全
六
十
九
葉
の
『
三
國
志
平
話
』
に
四
十
四
例
と
い
う
具

合
で
、
い
ず
れ
も
改
行
こ
そ
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
多
く
は
話
の
切
れ
目
に
な

っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、『
新
刻
彚
正
十
八
國
閗
寳
傳
』
に
お
け
る
「
却
說
」
の
用

法
は
、「
全
相
平
話
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
部
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
看
做
せ
よ
う（

（1
（

。
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二

「
却
說
」
の
用
法
だ
け
で
は
な
く
、
史
書
に
見
え
る
人
名
に
當
て
字
や
誤
字
が

頻
出
す
る
點
（
蒯
聵
→
蒯
外
、
陳
亢
→
陳
剛
、
專
諸
→
專
珠
、
要
離
→
姚
离
、
椒
丘
訢
→

焦
休
忭
な
ど
）
や
、
文
章
が
し
ば
し
ば
舌
足
ら
ず
で
讀
み
づ
ら
い
點
で
も
、『
新
刻

彚
正
十
八
國
閗
寳
傳
』
は
「
全
相
平
話
五
種
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

物
語
の
構
成
も
ま
る
で
洗
練
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ほ
ん
の
二
萬
字
程
度
の
卷
中
の

中
で
複
數
の
似
た
よ
う
な
話
が
繰
り
﨤
さ
れ
て
い
る
。
虎
退
治
が
二
回
、
戰
に
敗

れ
た
國
が
敵
國
の
君
主
に
美
女
を
獻
上
し
て
骨
拔
き
に
す
る
「
脂
粉
計
」
を
用
い

る
の
が
三
回
、
君
主
が
美
女
に
骨
拔
き
に
さ
れ
る
話
は
他
に
も
う
一
回
、
王
侯
の

暗
殺
が
二
回
と
公
子
の
暗
殺
が
一
回
、
賢
女
の
自
殺
が
三
回
と
惡
女
の
自
殺
が
一

回
、
と
い
う
具
合
で
、
特
に
「
脂
粉
計
」
の
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
さ
加
減
は
救
い
よ
う

が
な
い
。
登
場
人
物
の
臺
詞
も
畫
一
的
で
、
例
え
ば
伍
子
胥
は
行
く
先
々
で
計
十

二
回
も
「
吾
乃
亡
楚
伍
員
也
」
と
名
乘
り（

（1
（

、
色
々
な
相
手
か
ら
こ
れ
ま
た
計
十
二

回
も
「（
久
）
聞
（
楚
）
平
王
無
衟
、
是
否
？
」
と
聞
か
れ
て
い
る（

（1
（

。

總
じ
て
、
こ
の
『
十
八
國
鬪
寳
傳
』
な
る
小
說
は
、『
水
滸
傳
』
や
『
西
遊

記
』
の
よ
う
な
洗
練
さ
れ
た
白
話
文
を
使
い
こ
な
し
て
壯
大
な
世
界
觀
を
描
き
切

る
傑
作
は
お
ろ
か
、『
三
國
演
義
』
の
二
匹
目
の
泥
鰌
を
狙
っ
て
嘉
靖
半
ば
か
ら

朙
末
に
か
け
て
數
多
く
編
ま
れ
た
文
言
寄
り
な
文
體
の
（
一
般
に
文
學
的
な
評
價
は

芳
し
く
な
い
）
講
史
小
說
の
多
く
と
比
べ
て
も
、
小
說
と
し
て
の
完
成
度
は
か
な

り
見
劣
り
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
、
こ
の
小
說

が
「
全
相
平
話
五
種
」
の
よ
う
な
搖
籃
朞
の
白
話
小
說
刊
本
に
近
い
特
徵
を
備
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
特
に
、
分
回
本
で
も
分
則
本
で
も
な
い
代
わ
り

に
「
却
說
」
で
改
行
す
る
と
い
う
極
め
て
珍
し
い
特
徵
は
、
こ
の
小
說
刊
本
が
伍

子
胥
を
主
人
公
と
す
る
失
わ
れ
た
「
全
相
平
話
」
を
色
濃
く
引
き
繼
い
だ
も
の
で

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

六
、
日
用
類
書
『
五
寳
故
事
』
の
引
く
伍
子
胥
の
物
語

建
陽
出
身
で
金
陵
で
書
肆
を
營
ん
だ
葉
貴
（
號
近
山
）
が
、
萬
曆
十
二
年
（
一

五
八
四
）
に
金
陵
で
『
孔
聖
全
書
』
三
十
五
卷
（
山
東
省
圖
書
館
、
內
閣
文
庫
等
藏
）

を
刊
行
し
て
い
る
。
同
書
は
孔
子
の
逸
話
を
經
史
子
集
の
諸
書
か
ら
廣
く
引
用
し

た
も
の
だ
が
、
卷
三
十
五
で
陳
器
『
五
寳
故
事
』
な
る
書
物
か
ら
九
條
を
引
い
て

い
る
。
そ
の
う
ち
四
條
の
內
容
が
『
新
刻
彚
正
十
八
國
閗
寳
傳
』
卷
中
で
孔
子
が

登
場
す
る
②
と
③
の
段
に
一
致
し
て
お
り
、
時
系
列
順
に
は
な
っ
て
い
な
い
各
條

を
竝
べ
替
え
る
と
、
②
③
の
兩
段
の
內
容
を
完
全
に
網
羅
す
る
。
そ
の
確
認
の
た

め
、
ま
ず
『
新
刻
彚
正
十
八
國
閗
寳
傳
』
の
②
③
の
あ
ら
す
じ
を
示
す
。

②
伍
子
胥
は
米
建
ら
四
人
を
連
れ
て
魯
へ
と
向
か
う
途
中
の
泉
で
、
子
路
が
虎

の
尾
を
引
き
ち
ぎ
っ
て
追
い
拂
う
の
に
出
く
わ
す
。
子
路
の
紹
介
で
孔
子
と

初
め
て
對
面
し
、
孔
子
か
ら
魯
に
仕
え
る
弟
子
の
仲
弓
を
紹
介
さ
れ
る
。
仲

弓
の
推
擧
で
魯
の
兵
を
借
り
て
楚
を
攻
め
よ
う
と
す
る
が
、
少
正
卯
に
反
對

さ
れ
て
登
用
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
子
胥
は
諦
め
て
米
建
ら
四
人
と
宋
に
向

か
う
。
仲
弓
は
子
胥
を
引
き
留
め
よ
う
と
陳
剛
（『
論
語
』
な
ど
で
は
陳
亢
）

を
連
れ
て
追
い
掛
け
る
が
、
途
中
で
盜
賊
に
捕
ま
り
、
⻝
べ
ら
れ
そ
う
に
な

る
。
迯
げ
延
び
た
陳
剛
か
ら
そ
れ
を
聞
い
た
孔
子
が
盜
賊
を
說
得
に
行
く
が
、

盜
賊
は
屁
理
屈
で
反
論
し
、
孔
子
ま
で
捕
ま
え
て
⻝
べ
よ
う
と
す
る
。
二
人

を
救
出
に
來
た
子
路
が
盜
賊
と
戰
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
樣
子
を
見
に
い
っ

た
ん
一
人
で
魯
に
戾
る
途
中
だ
っ
た
子
胥
が
通
り
が
か
る
。
盜
賊
の
正
體
は

盜
跖
こ
と
柳
展
雄
で
あ
り
、
子
胥
と
は
舊
友
だ
っ
た
た
め
、
戰
い
は
中
止
と

な
り
、
孔
子
は
無
事
に
解
放
さ
れ
る
。
子
胥
は
展
雄
と
別
れ
、
孔
子
に
連
れ

ら
れ
て
魯
に
戾
り
、
共
に
魯
の
定
公
に
仕
え
る
こ
と
に
な
る
。

③
齊
の
景
公
の
弟
の
公
子
姜
鐸
が
魯
に
戰
い
を
挑
ん
で
來
る
が
、
伍
子
胥
に
擊



朙
刊
本
小
說
『
新
刻
彙
正
十
八
國
鬪
寳
傳
』
の
發
見
と
そ
の
意
義

一
六
三

退
さ
れ
る
。
景
公
は
田
乞
の
計
を
採
用
し
、
魯
の
定
公
を
夾
谷
で
の
宴
に
招

待
し
た
上
で
、
大
男
の
將
軍
朱
儒
に
宴
席
で
劍
舞
に
か
こ
つ
け
て
定
公
を
斬

ら
せ
よ
う
と
す
る
。
伍
子
胥
は
劍
舞
の
相
手
を
申
し
出
て
逆
に
朱
儒
を
斬
り
、

歸
路
に
現
れ
た
齊
の
伏
兵
を
蹴
散
ら
し
て
定
公
と
孔
子
を
守
り
、
孔
子
の
言

い
つ
け
で
三
千
弟
子
を
率
い
て
伏
兵
し
て
い
た
子
路
が
姜
鐸
を
討
ち
取
っ
て
、

一
行
は
無
事
に
歸
國
す
る
。
齊
は
「
脂
粉
之
計
」
で
樂
女
の
西
子
を
魯
に
送

り
込
み
、
彼
女
を
寵
愛
し
た
定
公
は
政
治
を
顧
み
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
孔

子
と
子
胥
は
辭
職
し
、
子
胥
は
米
建
ら
四
人
と
今
度
こ
そ
宋
に
向
か
う
。

續
い
て
、『
孔
聖
全
書
』
が
『
五
寳
故
事
』
か
ら
引
く
四
條
の
全
文
は
、
記
さ

れ
て
い
る
順
に
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
紙
幅
の
都
合
で
譯
文
は
割
愛
）。

㊀
五マ

マ

員
因
楚
平
王
殺
其
父
兄
、
投
各
國
求
仕
、
借
兵
復
讎
。
魯
定
公
立
爲
司
馬
。

齊
人
歸
女
樂
於
魯
、
定
公
受
之
、
不
聴
伍
員
・
孔
子
之
諌
、
遂
納
爲
妃
。
定

公
自
是
不
復
聽
政
殿
上
、
數
日
一
升
。
員
奏
曰
：「
本
國
兵
少
、
不
堪
伐
楚
。

今
拜
辭
、
前
往
他
國
。
望
君
勿
罪
」。
孔
子
亦
奏
乞
恩
放

田
里
。
定
公
恐

二
人
在
朝
不
免
再
諌
、
乃
並
許
之
。
二
人

至
仲
弓
之
舎
、
仲
弓
備
酒
贈
之
、

以
路
費
、
遂
至
十
里
長
亭
。
伍
員
遂
投
入
宋
國
。

→
③
の
段
の
末
尾
と
全
く
同
じ
展
開
。
③
の
段
で
は
伍
子
胥
の
暇
乞
い
の

臺
詞
は
「
本
國
兵
㣲
將
少
、
不
堪
伐
楚
。
臣
請
別
邦
再
借
兵
去
、
望
主

勿
罪
」
な
の
で
、
朙
ら
か
に
同
系
統
だ
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

㊁
孔
子
出
遊
周
流
天
下
時
、
夏
景
立
道
傍
垂
楊
下
歇
息
。
口
渴
、
令
仲
由
徃
河

邉
取
水
飲
之
。
由
至
遇
一
虎
吨
水
、
喝
聲
：「
業
畜
！
」
一
手
撩
衣
向
前
而

擊
。
其
虎
急
走
、
將
虎
尾
扯
其
半
截
。
虎
奔
而
去
。
伍
員
逃
難
自
梁
投
魯
、

在
塗
見
之
、
駐
馬
問
曰
：「
打
虎
君
子
是
誰
？
」
答
曰
：「
姓
仲
、
名
由
、
字

子
路
是
也
。
因
師
渴
取
水
、
見
虎
先
飲
。
故
怒
而
責
之
」。
邂
逅
相
識
、
接

見
孔
子
。
子
告
之
曰
：「
吾
門
弟
冉
仲
弓
仕
魯
。
可
以
主
之
」。
後
孔
子
與
員

同
仕
魯
。
他
日
孔
子
言
「
暴
虎
馮
河
、
吾
不
與
」
者
、
蓋
㨿
此
而
言
也
。

→
②
の
段
の
冐
頭
と
全
く
同
じ
展
開
。
②
の
段
で
子
路
が
虎
を
打
つ
際
に

も
「
忽
有
一
人
、
儒
冠
布
衣
、
前
来
喝
声
：「
業
畜
旡
礼
！
」
將
衣
一

手
撩
起
、
向
前
便
打
其
虎
」
と
い
う
こ
こ
と
酷
似
し
た
文
章
が
あ
る
。

㊂
孔
子
・
伍
員
仕
魯
。
齊
公
子
姜
鐸
兵
至
其
國
、
求
進
奉
（
割
注
：
求
寳
物
進

貢
）。
鐸
與
員
戰
、
不
勝
而
還
。
齊
人
患
其
將
覇
、
欲
敗
其
政
。
上
大
夫
田

乞
奏
曰
：「
魯
用
此
二
人
者
、
若
不
早
除
之
、
本
國
亡
矣
。
今
有
夾
谷
春
景

可
愛
、
設
一
酒
筵
□
□
請
魯
公
領
文
武
二
臣
起
會
、
命
矮マ

マ

將
侏マ

マ

儒
、
筵
中
舞

劒
奉
飲
、
將
魯
公
誅
之
、
擒
孔
子
・
伍
員
而
國
定
矣
」。
及
請
果
至
、
景
公

暗
喜
中
計
、
奏
宮
中
之
樂
、
以
酒
上
壽
。
侏
儒
請
舞
劒
、
孔
子
趍
而
進
曰
：

「
匹
夫
榮
侮
諸
侯
者
、
罪
應
誅
。
請
左
司
馬
伍
員
、
速
加
刑
焉
」。
伍
員
曰
：

「
臣
請
對
舞
」。
景
公
不
語
。
於
是
伍
員
斬
侏
儒
、
請
魯
定
公
行
。
田
乞
子
田

恒
伏
兵
暗
勦
、
伍
員
以
銅
鞭
撃
傷
、
始
退
。
姜
鐸
兵
復
至
、
遇
子
路
集
朋
衆

接
師
、
一
戰
劉マ

マ

死
姜
鐸
、
齊
兵
敗
轉
。
景
公

責
田
乞
與
衆
臣
曰
：「
子
以

夷
狄
之
道
、
教
寡
人
用
計
不
中
、
又
傷
朕
弟
。
假
若
魯
以
伍
員
領
兵
伐
齊
、

如
之
柰
何
？
」
乞
曰
：「
臣
有
一
計
、
名
曰
脂
粉
、
可
使
不
來
。
國
内
選
有

羙
女
文
馬
、
以
遺
魯
君
」。
季
桓
子
勸
受
女
樂
、
魯
君
三
日
不
聴
國
政
、
郊

又
不
致
膰
。
孔
子
・
伍
員
遂
行
。

→
③
の
段
全
體
と
全
く
同
じ
展
開
。
歬
述
の
通
り
『
春
秋
左
氏
傳
』
の
誤

讀
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
架
空
の
人
物
の
姜
鐸
が
全
く
同
じ

形
で
登
場
す
る
ほ
か
、
③
の
段
の
田
乞
や
定
公
の
臺
詞
も
こ
れ
と
良
く

似
て
い
る
。
侏
儒
（
朱
儒
）
を
斬
る
歬
後
の
描
寫
は
こ
ち
ら
の
方
が
③

の
段
よ
り
詳
密
だ
が
、
③
の
段
と
違
っ
て
子
路
の
軍
が
豫
め
配
置
さ
れ

た
伏
兵
だ
と
語
ら
な
い
な
ど
、
こ
ち
ら
の
方
が

略
な
箇
所
も
あ
る
。

㊃
伍
子
胥
投
魯
、
冉
仲
弓
力
薦
。
少
正
卯
沮
之
、
定
公
不
用
。
退
而
私
奔
。
仲



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
六
四

弓
追
至
林
間
、
遇
桞
盗
蹠
。
展
雄
捉
入
、
去
衣
綁

、
以
凉
水
拍
胸
慱
換
熱

氣
、
欲
取
心
肝
爲
食
。
陳
亢
在
後
、
走
脫
見
孔
子
白
於
。
孔
子
入
寨
、
以
善

言
誘
之
。
展
雄
怒
曰
：「
爾
雖
有
仁
義
禮
智
信
五
常
之
德
、
吾
亦
有
之
。
刼

富
不
刼
貧
、
謂
之
仁
。
聚
衆
不
聚
散
、
謂
之
義
。
排
陣
能
有
序
、
謂
之
禮
。

打
家
必
有
法
、
謂
之
智
。
一
約
齊
至
、
謂
之
信
。
何
必
多
言
？
」
喚
仲
人
、

亦
將
縛
之
如
仲
弓
然
。
孔
子
嘆
曰
：「
虎
豹
不
可
以
相
食
」。
忽
聞
子
路
持
戟

救
師
、
赴
敵
數
合
。
未
分
勝
負
、
幸
子
胥
囘
探
定
公
事
實
、
聞
故
入
山
、
認

有
舊
好
得
釋
。（
割
注
：
員
年
十
九
、
雄
年
十
八
。
雄
與
員
數
戰
不
勝
、
結
爲
兄
弟
、

故
有
舊
好
。）

→
②
の
段
の
う
ち
㊁
よ
り
後
の
話
と
全
く
同
じ
展
開
。
孔
子
を
や
り
こ
め

る
展
雄
の
屁
理
屈
は
②
の
段
で
は
「
我
亦
有
仁
義
礼
智
信
。
刼
財
不
刼

穷
、
謂
之
仁
。
聚
衆
不
聚
散
、
謂
之
義
。

行

不
阻
、
謂
之
礼
。
持

家
必
有
法
、
謂
之
知マ

マ

。
約
會

取
齊
、
謂
之
信
」
と
い
う
も
の
で
、
禮

以
外
の
四
つ
は
字
句
こ
そ
若
干
違
え
ど
同
內
容
で
あ
る
。

　

陳
器
『
五
寳
故
事
』
な
る
書
物
か
ら
『
孔
聖
全
書
』
に
引
か
れ
て
い
る
伍
子
胥

の
登
場
す
る
話
が
、『
新
刻
彚
正
十
八
國
閗
寳
傳
』
と
極
め
て
近
い
關
係
に
あ
る

こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。
文
章
の
細
部
ま
で
酷
似
す
る
箇
所
が
臺
詞
を
中
心
に
少

な
か
ら
ず
あ
る
反
面
、
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
の
描
寫
が
詳
し
い
箇
所
も
あ
る
の
で
、

兩
者
は
片
方
が
も
う
片
方
を
引
用
し
た
親
子
關
係
で
は
な
く
、
同
系
統
の
テ
キ
ス

ト
か
ら
分
岐
し
た
親
戚
關
係
に
あ
る
と
考
え
た
方
が
良
さ
そ
う
だ
。

　
『
五
寳
故
事
』
な
る
書
物
は
管
見
の
限
り
現
存
が
確
認
出
來
ず
、
陳
器
に
つ
い

て
も
未
詳
だ
が
、『
孔
聖
全
書
』
と
同
じ
葉
貴
が
萬
曆
二
十
五
年
（
一
五
九
七
）
に

金
陵
で
刊
行
し
た
『
群
書
考
索
古
今
事
文
玉
屑
』
二
十
四
卷
（
內
閣
文
庫
等
藏
）

の
參
考
書
目
「
群
書
考
索
古
今
事
文
玉
屑
採
用
諸
書
目
録
」
に
「
書
言
故
事　

綱

目
故
事　

五
寳
故
事　

七
寳
故
事　

金
璧
故
事
」
と
い
う
竝
び
が
見
え
る
の
で
、

『
五
寳
故
事
』
と
い
う
の
は
多
數
の
朙
刊
本
が
傳
わ
る
『
書
言
故
事
』
や
萬
曆
三

十
二
年
（
一
六
〇
四
）
黃
次
白
集
義
堂
重
刊
本
『
新
刻
聯
對
便
蒙
圖
像
七
寳
故
事

大
全
』
二
十
卷
（
東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
藏
）
が
殘
る
『
七
寳
故
事
』
の
よ
う

な
、
㊒
名
な
故
事
を
手
短
に
ま
と
め
て
集
め
た
タ
イ
プ
の
日
用
類
書
だ
っ
た
と
見

て
ま
ず
閒
違
い
あ
る
ま
い
。
つ
ま
り
、
ま
ず
日
用
類
書
『
五
寳
故
事
』
が
伍
子
胥

と
孔
子
の
交
流
を
描
い
た
通
俗
小
說
の
一
段
を
長
め
に
要
約
し（

（1
（

、
そ
れ
が
更
に
孔

子
の
逸
話
を
集
め
た
『
孔
聖
全
書
』
に
引
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

（1
（

。

　
『
孔
聖
全
書
』
は
萬
曆
十
二
年
刊
本
な
の
で
、
版
式
や
字
樣
や
畫
風
か
ら
萬
曆

中
頃
以
降
の
刊
行
と
推
定
さ
れ
る
『
新
刻
彚
正
十
八
國
閗
寳
傳
』
よ
り
も
、
ほ
ぼ

確
實
に
先
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
『
孔
聖
全
書
』
に
更
に

先
立
つ
『
五
寳
故
事
』
が
要
約
し
て
引
い
た
小
說
は
、『
新
刻
彚
正
十
八
國
閗
寳

傳
』
よ
り
も
刊
行
の
早
い
版
本
で
、
系
統
的
に
か
な
り
近
し
い
關
係
に
は
あ
る
が
、

全
く
の
同
文
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
が
失
わ
れ
た
「
全
相
平

話
」
の
系
譜
を
引
く
版
本
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
時
朞
ま
で
に
日
用
類
書
に
引

用
さ
れ
る
ほ
ど
浸
透
し
て
い
た
と
し
て
も
さ
し
て
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。

七
、
女
眞

字
譯
『
十
八
國

寶
傳
』
と
「
全
相
平
話
」

　

正
統
六
年
（
一
四
四
一
）
成
書
の
楊
士
奇
等
編
『
文
淵
閣
書
目
』
は
、
朙
朝
が

元
の
大
都
で
接
收
し
た
宋
・
金
・
元
以
來
の
宮
廷
藏
書
を
永
樂
年
閒
に
南
京
か
ら

北
京
に
移
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
編
ま
れ
た
、
朙
の
宮
廷
藏
書
の
目
錄
で
あ
る
。

そ
の
卷
四（

（1
（

「
來
字
號
第
一
厨
書
目
・
古
今
志
・
雜
志
附
」
の
末
尾
に
、
女
眞
文
字（

（1
（

（
女
直
字
）
で
書
か
れ
た
本
が
次
の
通
り
十
八
册
ま
と
ま
っ
て
著
錄
さ
れ
て
い
る
。

女
直
字
盤
古
書
一
冊　

女
直
字
孔
夫
子
書
一
冊　

女
直
字
孔
夫
子
遊
國
章
一

冊　

女
直
字
家
語
一
冊　

女
直
字
家
語
賢
能
言
語
傳
一
冊　

女
直
字
姜
太
公

書
一
冊　

女
直
字
姜
太
公
書
一
冊　

女
直
字
伍
子
胥
書
一
冊　

女
直
字
十
八



朙
刊
本
小
說
『
新
刻
彙
正
十
八
國
鬪
寳
傳
』
の
發
見
と
そ
の
意
義

一
六
五

鼓
詞
に
對
す
る
『
吳
越
春
秋
』
鼓
詞
の
よ
う
な
、
吳
越
の
戰
い
を
描
い
た
『
女

直
字
十
八
國
鬬
寶
傳
』
の
續
編
だ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
當
だ
ろ
う
。「
全
相
平

話
」
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
『
七
國
春
秋
』
は
現
存
す
る
後
集
と
失
わ
れ
た
歬
集
と
で

卷
首
題
の
「
七
國
春
秋
」
よ
り
歬
の
部
分
が
違
っ
た
こ
と
が
確
實
だ
し
、
成
化
說

唱
詞
話
『
芲
關
索
傳
』
歬
後
續
別
集
も
各
集
が
內
容
を
反
映
し
た
別
々
の
卷
首
題

に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
女
眞
文
字
本
の
底
本
と
な
っ
た
小
說
刊
本
も
同
じ
よ
う
に

楚
へ
の
復
讐
譚
と
吳
越
の
戰
い
と
で
卷
首
題
が
變
わ
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
女
眞
文

字
本
の
漢
語
書
名
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（2
（

。

小
　
結

以
上
、
本
稿
で
は
新
出
㊮
料
『
新
刻
彚
正
十
八
國
閗
寳
傳
』
の
槪
要
を
紹
介
し

な
が
ら
、
同
書
の
內
容
が
小
松
㊟
⑴
論
文
で
想
定
さ
れ
て
い
た
『
列
國
志
傳
』
の

臨
潼
鬪
寳
の
場
面
の
原
型
と
な
っ
た
物
語
と
同
系
統
で
あ
る
こ
と
や
、
車
王
府
曲

本
長
篇
鼓
詞
『
六
部
春
秋
』
の
第
一
部
に
當
た
る
『
左
傳
春
秋
』
鼓
詞
の
內
容
も

こ
の
系
統
に
連
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
更
に
は
こ
の
『
新
刻
彚
正
十
八
國
閗

寳
傳
』
が
失
わ
れ
た
伍
子
胥
を
主
人
公
と
す
る
「
全
相
平
話
」
の
話
の
筋
や
文
章

を
受
け
繼
い
だ
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

同
書
が
「
全
相
平
話
」
を
受
け
繼
ぐ
可
能
性
の
根
據
と
し
て
は
、『
列
國
志

傳
』
の
史
實
と
掛
け
離
れ
た
場
面
の
う
ち
臨
潼
鬪
寳
以
外
の
三
か
所
の
參
照
元

は
い
ず
れ
も
「
全
相
平
話
」
の
系
譜
を
引
く
小
說
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

（
第
四
節
）、
分
回
本
で
も
分
則
本
で
も
な
く
「
却
說
」
と
い
う
語
で
話
の
切
れ
目

を
示
す
形
式
が
「
全
相
平
話
五
種
」
の
う
ち
三
種
と
一
致
す
る
こ
と
（
第
五
節
）、

『
新
刻
彚
正
十
八
國
閗
寳
傳
』
と
非
常
に
近
い
が
異
な
る
文
章
を
持
つ
小
說
が
萬

曆
十
二
年
刊
本
に
先
立
つ
日
用
類
書
に
要
約
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
第
六
節
）、

正
統
六
年
ま
で
に
「
全
相
平
話
」
そ
の
も
の
乃
至
そ
の
系
譜
を
引
く
小
說
が
複
數

國
鬬
寶
傳
一
冊　

女
直
字
孫
臏
書
一
冊　

女
直
字
善
御
書
一
冊　

女
直
字
海

錢
公
書
一
冊　

伍
子
受
書
一
冊　

女
直
字
黃
氏
女
書
一
冊　

女
直
字
黃
氏
女

書
一
冊　

女
直
字
百
家
姓
一
冊　

女
直
字
哈
答
咩
兒
千
一
冊　

女
直
字
母
一

冊

　

先
行
硏
究
で
は
こ
れ
ら
は
子
供
向
け
敎
材
と
し
て
飜
譯
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
程
度
で（

（1
（

、
管
見
の
限
り
通
俗
文
藝
と
の
關
係
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
な
さ
そ

う
で
あ
る
。
だ
が
、『
女
直
字
十
八
國
鬬
寶
傳
』
は
書
名
か
ら
し
て
臨
潼
鬪
寳
の

物
語
を
女
眞
文
字
に
飜
譯
し
た
も
の
と
し
か
考
え
よ
う
が
な
い
だ
ろ
う
。
十
八
諸

侯
の
鬪
寳
會
が
史
書
に
は
見
え
な
い
架
空
の
話
で
あ
る
以
上
、
飜
譯
元
の
漢
語
㊮

料
は
何
ら
か
の
通
俗
文
藝
作
品
と
見
る
よ
り
他
に
な
い
。
ま
た
、
同
名
の
二
點
が

竝
ぶ
『
女
直
字
黃
氏
女
書
』
も
、『
新
刻
金
瓶
梅
詞
話
』（
臺
北
故
宮
博
物
院
、
日
光

輪
王
寺
等
藏
）
第
七
十
四
回
「
宋
御
史
索
求
八
仙
鼎　

吳
⺼
娘
聼
宣
黃
氏
卷
」
が

引
く
講
唱
文
藝
『
黃
氏
女
卷
』
の
物
語
の
飜
譯
ら
し
く
見
え
る
書
名
だ
。

　

こ
う
な
る
と
、
一
見
す
る
と
兵
法
書
か
史
書
の
飜
譯
か
と
思
え
る
書
名
の
『
女

直
字
姜
太
公
書
』
二
點
と
『
女
直
字
孫
臏
書
』
も
、
そ
れ
ぞ
れ
「
全
相
平
話
」
シ

リ
ー
ズ
の
『
武
王
伐
紂
書
』
や
『
七
國
春
秋
』
歬
後
集
と
の
關
連
を
疑
い
た
く
な

る
。
踏
み
込
ん
で
言
え
ば
、
連
續
し
て
著
錄
さ
れ
て
い
る
『
女
直
字
姜
太
公
書
』

二
點
、『
女
直
字
伍
子
胥
書
』、『
女
直
字
十
八
國
鬬
寶
傳
』、『
女
直
字
孫
臏
書
』

の
計
五
册
は
、
い
ず
れ
も
「
全
相
平
話
」
シ
リ
ー
ズ
そ
の
も
の
、
乃
至
は
そ
の
直

系
に
連
な
る
小
說
刊
本
の
飜
譯
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
女
眞
文
字
は
十

五
世
紀
の
初
め
ま
で
は
東
北
地
方
に
住
む
女
眞
人
に
實
用
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
の

で（
（2
（

、
十
四
世
紀
歬
半
に
刊
行
さ
れ
た
「
全
相
平
話
」
シ
リ
ー
ズ
や
そ
の
直
系
に
連

な
る
小
說
刊
本
が
正
統
六
年
ま
で
に
女
眞
文
字
に
飜
譯
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
決

し
て
全
く
あ
り
得
な
い
話
で
は
な
い
だ
ろ
う（

（2
（

。

右
の
假
說
を
採
る
場
合
、『
女
直
字
伍
子
胥
書
』
と
い
う
の
は
、『
左
傳
春
秋
』



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
六
六

（
５
）　

但
し
、
盜
跖
の
姓
名
が
柳
展
雄
、
楚
の
太
子
建
と
婚
約
す
る
秦
の
公
女
の
名
が
無

祥
公
主
と
い
う
の
は
い
ず
れ
も
通
俗
文
藝
で
の
設
定
で
、『
史
記
』
に
は
見
え
な
い
。

（
６
）　

金
文
京
「
朙
代
建
陽
の
商
業
出
版
と
通
俗
小
說
」（
藤
本
幸
夫
編
『
書
物
・
印
刷
・

本
屋

―
日
中
韓
を
め
ぐ
る
本
の
文
化
史
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
）
參
照
。
金

氏
は
こ
れ
が
朙
代
後
朞
の
建
陽
刊
本
に
特
㊒
の
も
の
だ
と
指
摘
し
、
先
行
硏
究
で
は

太
田
辰
夫
氏
以
外
の
言
及
が
見
當
た
ら
な
い
と
し
た
上
で
考
察
し
て
い
る
が
、
拙
稿

「
唐
氏
世
德
堂
と
周
曰
校
萬
卷
樓
仁
壽
堂
の
章
回
小
說
刊
本
の
覆
刻
及
び
後
印
の
事

例
に
つ
い
て
」（『
中
國
古
典
小
說
硏
究
』
第
一
六
號
、
二
〇
一
一
）
で
も
「
匡
郭
の

上
外
に
十
數
～
數
十
葉
ご
と
に
中
に
數
字
を
記
し
た
書
耳
が
あ
る
」
と
い
う
形
で
言

及
し
、
こ
れ
を
持
た
な
い
南
京
刊
本
を
建
陽
で
覆
刻
し
た
際
に
こ
れ
が
加
え
ら
れ
た

事
例
が
複
數
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。

（
７
）　

現
代
中
國
語
音
は
異
な
る
が
、
當
時
は
蒯
聵
と
同
音
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
８
）　

秋
胡
は
自
分
の
妻
だ
と
氣
付
か
ず
に
本
氣
で
口
說
い
た
愚
者
と
し
て
描
か
れ
る
の

が
定
番
だ
が
、
本
書
で
は
伍
子
胥
に
好
意
的
な
賢
者
と
さ
れ
、
妻
と
知
り
な
が
ら
貞

節
を
試
す
べ
く
わ
ざ
と
口
說
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
結
局
妻
は
秋
胡
が

自
分
を
試
そ
う
と
し
た
こ
と
自
體
を
恥
じ
て
自
害
し
て
し
ま
う
。

（
９
）　

傳
統
鼓
詞
『
左
傳
春
秋
』
を
改
編
し
た
と
謳
う
石
印
紅
・
章
程
整
理
『
新
編
傳
統

評
書　

伍
子
胥
鞭
屍
』（
芲
山
文
藝
出
版
社
、
一
九
八
七
）
が
そ
こ
で
大
團
圓
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、「
伍
員
吹
簫
」
雜
劇
も
、
楚
を
破
っ
て
平
王
の
屍
に
鞭
打
ち
費

無
忌
を
斬
っ
た
後
で
、
浣
紗
女
の
母
や
漁
翁
の
息
子
に
報
恩
し
て
終
わ
る
。

（
10
）　

大
塚
秀
高
「
歬
漢
書
平
話
續
集
・
全
漢
志
傳
・
兩
漢
開
國
中
興
傳
誌
輯
校
本
（
試

行
本
）
竝
び
に
硏
究
」（『
日
本
ア
ジ
ア
硏
究
』
第
四
號
、
二
〇
〇
七
）、
田
村
彩
子

「
佚
書
『
七
國
春
秋
平
話
歬
集
』
の
設
定
と
內
容
に
關
す
る
考
察
」（『
中
國
古
典
小

說
硏
究
』
第
二
十
三
號
、
二
〇
二
一
）
な
ど
參
照
。

（
11
）　
「
却
說
」
が
行
頭
に
あ
る
五
十
八
例
の
う
ち
一
例
は
歬
の
行
か
ら
「
次
日
、
却
說

姬
光
…
… 

」
と
文
が
續
い
て
い
る
の
で
、「
却
說
」
が
段
落
の
頭
に
あ
る
の
は
五
十

女
眞
文
字
譯
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
（
第
七
節
）
な
ど
を
擧
げ
た
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
單
獨
で
は
確
實
な
證
據
と
は
言
い
難
い
も
の
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
だ
け
樣
々
な
角
度
か
ら
存
在
が
推
定
さ
れ
る
と
な
れ
ば
、『
新
刻
彚
正
十
八

國
閗
寳
傳
』
が
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
踏
襲
し
て
い
る
か
は
さ
て
お
く
と
し
て
も
、
伍

子
胥
を
主
人
公
と
す
る
「
全
相
平
話
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
自
體
の
蓋
然
性
は
、

非
常
に
高
い
と
認
め
て
も
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
て
み
れ
ば
、『
新
刻
彚

正
十
八
國
閗
寳
傳
』
の
發
見
は
、
單
に
未
知
の
朙
代
の
白
話
小
說
刊
本
の
存
在
が

確
認
さ
れ
た
と
い
う
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
元
代
の
「
全
相
平
話
」
か
ら
朙
淸
の
小

說
刊
本
、
更
に
は
淸
代
の
鼓
詞
に
ま
で
も
連
な
る
通
俗
文
藝
の
發
展
史
を
考
え
る

上
で
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

㊟
（
１
）　

小
松
謙
「『
列
國
志
傳
』
の
成
立
と
展
開

―
『
全
相
平
話
』
と
歷
史
書
の
結
合

體
」（『
中
國
歷
史
小
說
硏
究
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
）
參
照
。

（
２
）　

建
陽
系
の
八
卷
本
と
蘇
州
系
の
十
二
卷
本
と
い
う
二
系
統
が
あ
り
、
話
の
筋
に

大
き
な
違
い
は
な
い
が
、
細
部
の
字
句
に
は
異
同
が
あ
る
。
原
刊
本
は
建
陽
で
出
た

八
卷
本
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
現
存
諸
本
の
中
で
は
蘇
州
系
に
屬
す
る
萬
曆
四
十
三
年

（
一
六
一
五
）
朱
篁
序
刊
本
『
新
鐫
陳
眉
公
先
生
批
評
春
秋
列
國
志
傳
』
十
二
卷
（
臺

北
故
宮
博
物
院
藏
）
が
古
い
本
文
を
最
も
良
く
留
め
て
い
る
と
大
塚
秀
高
「
講
史
小

說
の
出
版
と
改
變

―
『
列
國
志
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
國
古
典
小
說
硏
究
動
態
』

三
號
、
一
九
八
九
）
が
考
察
し
、
小
松
㊟
⑴
論
文
も
そ
の
說
に
贊
同
し
て
い
る
。
本

稿
で
は
斷
り
の
な
い
限
り
『
列
國
志
傳
』
は
朱
篁
序
刊
本
に
據
る
。

（
３
）　

田
村
彩
子
「
伍
子
胥
舉
鼎
の
物
語
」（『
和
漢
語
文
硏
究
』
第
十
五
號
、
二
〇
一

七
）
で
諸
作
品
の
よ
り
詳
細
な
比
較
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
４
）　

但
し
、『
七
十
二
朝
人
物
演
義
』
の
み
百
里
奚
に
相
當
す
る
秦
の
謀
臣
が
い
な
い
。



朙
刊
本
小
說
『
新
刻
彙
正
十
八
國
鬪
寳
傳
』
の
發
見
と
そ
の
意
義

一
六
七

书
名
可
以
看
出
，
都
是
初
级
伦
理
衟
德
敎
育
方
面
的
，
应
该
是
为
女
真
字
学
校
的
童

蒙
敎
学
而
出
版
的
书
籍
」
と
し
て
い
る
。

（
20
）　

愛
新
覺
羅
烏
拉
熙
春
『
朙
代
の
女
眞
人

―
『
女
眞
譯
語
』
か
ら
『
永
寧
寺
碑

記
』
へ
』（
京
都
大
學
學
術
出
版
會
、
二
〇
〇
九
）
第
一
章
參
照
。

（
21
）　

想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、『
女
直
字
盤
古
書
』
及
び
『
女
直
字
孔
夫
子
書
』
と
『
女

直
字
孔
夫
子
遊
國
章
』
も
、
朙
代
の
小
說
『
按
鑑
衍
義
帝
王
御
世
盤
古
至
唐
虞
傳
』

や
『
新
鍥
孔
聖
宗
師
出
身
全
傳
』
の
よ
う
な
話
を
扱
う
「
全
相
平
話
」
シ
リ
ー
ズ
に

據
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
22
）　
『
女
直
字
姜
太
公
書
』
が
二
つ
別
々
に
著
錄
さ
れ
て
い
る
の
も
、
兩
者
が
同
內
容

で
は
な
く
、
例
え
ば
そ
れ
ぞ
れ
が
「
姜
太
公
出
身
全
傳
」
と
「
姜
太
公
東
征
全
傳
」

と
い
う
よ
う
な
卷
首
題
の
漢
語
の
小
說
刊
本
の
飜
譯
だ
っ
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
場
合
、「
全
相
平
話
」
そ
の
も
の
の
飜
譯
で
は
な
く
、「
全
相
平
話
」
の
系

譜
を
引
く
小
說
刊
本
の
飜
譯
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

（
附
記
）
本
稿
は
令
和
元
年
度
東
京
大
學
卓
越
硏
究
員
課
題
硏
究
「
朙
代
に
お
け

る
通
俗
文
學
の
發
展
と
商
業
出
版
の
伸
長
と
の
相
互
作
用
の
硏
究
」
竝
び
に
科
學

硏
究
費
若
手
硏
究
「
朙
末
淸
初
に
お
け
る
官
刻
・
家
刻
・
坊
刻
そ
れ
ぞ
れ
の
實
態

の
硏
究
」（
一
九
Ｋ
一
三
〇
八
七
）
の
硏
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、『
新
刻
彙

正
十
八
國
閗
寳
傳
』
の
購
入
經
費
は
、
硏
究
計
畫
書
の
經
費
の
使
途
欄
に
「
書
籍

及
び
㊒
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
購
入
豫
定
。
こ
れ
ま
で
は
必
要
が
あ
れ
ば
私
費
で
購

入
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
高
額
の
古
典
籍
の
購
入
も
、
古
書
市
場
に
硏
究
上
㊒
意
義

な
出
物
が
あ
れ
ば
檢
討
す
る
」
と
書
い
て
採
擇
さ
れ
、
古
書
市
場
の
樣
子
を
見
る

べ
く
全
く
支
出
せ
ず
に
繰
越
を
續
け
て
い
た
歬
者
で
全
額
を
賄
え
た
。
こ
の
曖
昧

模
糊
と
し
た
支
出
計
畫
を
認
め
て
採
擇
し
て
頂
い
た
こ
と
に
對
し
、
こ
の
場
を
借

り
て
厚
く
御
禮
申
し
上
げ
た
い
。

七
箇
所
で
あ
る
。ま
た
、「
却
說
」
で
改
行
し
て
い
な
い
十
例
の
中
に
も
朙
ら
か
に
話

の
切
れ
目
に
な
っ
て
い
る
箇
所
は
あ
る
し
、
逆
に
改
行
を
し
て
い
て
も
話
の
切
れ
目

だ
と
は
看
做
し
難
い
箇
所
も
幾
つ
か
あ
る
の
で
、「
却
說
」
に
よ
っ
て
全
體
が
幾
つ

に
分
け
ら
れ
る
か
の
判
斷
は
、
人
に
よ
っ
て
若
干
の
差
が
出
そ
う
で
あ
る
。

（
12
）　
「
全
相
平
話
五
種
」
の
殘
る
二
種
で
は
、『
歬
漢
書
平
話
續
集
』
は
「
却
說
」
が
五

例
の
み
と
少
な
く
、『
秦
倂
六
國
平
話
』
は
「
却
說
」
が
皆
無
で
「
話
說
」
を
多
用

す
る
。
版
式
が
異
な
り
無
圖
の
『
新
編
五
代
史
平
話
』
も
、「
却
說
」
は
十
例
（
各

卷
に
零
～
三
例
）
と
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。
な
お
、『
新
編
五
代
史
平
話
』
は
本
文

內
で
は
章
分
け
を
し
な
い
が
、
目
錄
に
は
則
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
刊
本

は
傳
わ
ら
ず
『
永
樂
大
典
』
に
引
用
さ
れ
る
形
で
し
か
殘
っ
て
い
な
い
が
元
代
の
平

話
に
準
ず
る
性
格
の
『
薛
仁
貴
征
遼
事
略
』（『
永
樂
大
典
』
卷
五
千
二
百
四
十
四
所

收
） 

は
、
章
分
け
は
せ
ず
、「
話
說
」
六
例
と
「
却
說
」
七
例
が
あ
る
。

（
13
）　

他
に
「
小
人
亡
楚
伍
員
也
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
一
例
だ
け
あ
る
。

（
14
）　
「
吾
乃
亡
楚
伍
員
也
」
か
ら
續
く
會
話
の
流
れ
で
こ
の
臺
詞
が
出
て
來
る
箇
所
が

多
い
が
、
ど
ち
ら
か
片
方
だ
け
が
書
か
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

（
15
）　

な
お
、
歬
述
の
『
新
刻
聯
對
便
蒙
圖
像
七
寳
故
事
大
全
』
に
は
、
史
書
や
經
書
に

出
典
を
持
つ
由
緖
正
し
い
故
事
に
混
じ
っ
て
、「
子
胥
舉
鼎
」「
魏
徵
斬
龍
」「
三
藏

取
經
」
と
い
っ
た
通
俗
文
藝
由
來
の
話
も
多
數
引
か
れ
て
い
る
。

（
16
）　

衟
光
十
四
年
（
一
八
三
四
） 

刊
の
『
聖
門
十
六
子
書
』（
東
洋
文
庫
等
藏
）
冉
子
書

卷
二
も
陳
器
『
五
寳
故
事
』
か
ら
同
じ
話
を
短
く
一
條
に
ま
と
め
て
引
く
が
、
話
の

順
序
に
混
亂
が
あ
る
。『
孔
聖
全
書
』
か
ら
の
孫
引
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
17
）　
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
所
收
の
四
卷
本
に
據
っ
た
。
他
に
『
讀
畫
齋
叢
書
』
所
收

の
二
十
卷
本
も
あ
る
が
、
そ
ち
ら
の
卷
十
八
に
も
同
文
が
見
え
る
。

（
18
）　

金
代
に
作
ら
れ
た
文
字
で
、
淸
代
の
滿
洲
文
字
と
は
全
く
の
別
物
。

（
19
）　

例
え
ば
、
李
西
亞
「
金
代
图
书
出
版
与
受
众
需
求
的
融
合
探
析
」（『
吉
林
師
範
大

學
學
報
（
人
文
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
四
年
第
二
朞
）
六
二
頁
が
「
从
这
些
书
的




